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EDB Postgres for Kubernetes,リリース 1.15.0

EDB EDB Postgres for Kubernetesは、演算子によって設計、開発、サポートされ、ネイティブストリーミン
グレプリケーションを使用して、プライマリ/スタンバイアーキテクチャを備えた高可用性 Postgresデータ
ベースクラスターのライフサイクル全体をカバーしています。これは、オープンソースの CloudNativePG
演算子に基づいており、EDB Postgres Advanced Serverを使用したオラクルとの互換性や、 IBM Powerや
OpenShiftなどの追加サポートプラットフォームなどの追加価値を提供します。

利用可能な主な機能は次のとおりです：-高可用性のための Kubernetes API統合-フェイルオーバーおよび
レプリカの自動再作成による自己修復-スケールアップ/ダウン機能による容量管理-スケジュールされた
メンテナンスのための計画的なスイッチオーバー-Kubernetesサービス定義の読み書き Postgresマイナー
バージョンと演算子アップグレードのローリング更新-継続的なバックアップとポイントインタイムリカバ
リ-PgBouncerを使用した接続プーリング-すぐに使用可能な統合メトリックエクスポーター-マルチプルの
Kubernetesクラスターにわたる PostgreSQLレプリケーション-OpenShiftの Red Hat認定演算子

演算子は Cloud Native PostgreSQLから名前が変更されました。 Cloud Native PostgreSQLの既存のユーザー
は、基礎となるコンポーネントとリソースが変更されていないため、変更は発生しません。

1
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第1章 EDB Postgres for Kubernetes Release
notes

Kubernetes用 EDB Postgresの文書には、マイナーリリースやパッチなど、Kubernetes用 EDB Postgresのメ
ジャーバージョンが記載されています。リリースノートには、各リリースの新機能に関する情報が記載さ
れています。マイナーリリースまたはパッチリリースで導入された新しい機能の場合、コンテンツにはそ
の機能を導入したリリースも示されます。

Version Release date Upstream merges
EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.15.0 release
notes

2022 Apr 21 Upstream EDB Postgres for
Kubernetes 1.15.0 release
notes

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.14.0 release
notes

2022 Mar 25 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.13.0 release
notes

2022 Feb 17 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.12.0 release
notes

2022 Jan 11 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.11.0 release
notes

2021 Dec 15 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.10.0 release
notes

2021 Nov 11 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.9.2 release
notes

2021 Oct 15 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.9.1 release
notes

2021 Sep 30 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.9.0 release
notes

2021 Sep 28 NA

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Version Release date Upstream merges
EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.8.0 release
notes

2021 Sep 13 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.7.1 release
notes

2021 Aug 11 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.7.0 release
notes

2021 Jul 28 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.6.0 release
notes

2021 Jul 12 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.5.1 release
notes

2021 Jun 11 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.5.0 release
notes

2021 Jun 17 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.4.0 release
notes

2021 May 18 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.3.0 release
notes

2021 Apr 23 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.2.1 release
notes

2021 Apr 6 NA

EDB Postgres for Ku-
bernetes 1.2.0 release
notes

2021 Mar 31 NA

1.1.0 2021 Mar 3 NA
1.0.0 2021 Feb 4 NA

1.1 EDB Postgres for Kubernetes 1.15.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Upstream merge コミュニティCloudNativePG 1.15と統合されました。コミュニティ :ref:`EDB

Postgres for Kubernetes Release notes<EDB Postgres for Kubernetes Release
notes>`を参照してください。
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1.2 EDB Postgres for Kubernetes 1.14.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature Barman Cloud 2.19で導入された機能を活用することにより、バックアップと

リカバリのために Google Cloud Storageをネイティブにサポートします。
Feature ClusterオブジェクトにLastBackupSucceeded条件を序文することにより、バッ

クアップの視認性が向上しました。
Feature ホットスタンバイの重要なパラメーターの更新のサポート：max_connections、

max_prepared_transactions、max_locks_per_transaction、max_wal_senders、
max_worker_processes。

Feature Clusterオブジェクトに進行中のオンラインアップグレードフェーズを追加し
て、演算子のオンラインアップグレードが進行中であることを示します。

Feature S3オブジェクトストレージの認証情報を提供する代替方法として AWS IAM
ロールを継承する機能。

Feature Poolerの authQuerySecretおよび証明書の不透明なシークレットのサポート。
Feature デフォルトの PostgreSQLバージョンを 14.2に更新しました。
Feature メンテナンス名前付けの kubectl cnpプラグインに新しいコマンドを追加し

て、メンテナンスウィンドウを Kubernetesクラスター全体の 1つまたはすべ
てのネームスペースのクラスターに設定します。

Container images 最新の PostgreSQLおよび EDB Postgres Advanced Serverコンテナには、Bar-
man Cloud 2.19が含まれています。

Security fix OpenShiftを含む、Operator Lifecycle Managerを使用した名前空間付き演算
子のインストールに対する RBACの強化。 OpenShiftユーザーは、このバー
ジョンに更新することをお勧めします。

Bug fix インスタンスマネージャが、オリジナルの pg_controlファイルのコピーを保
存することにより、中断された pg_rewindをリトライできるようにします。

Bug fix pg_rewindを実行する前に、古い PIDファイルをクリーンアップします。
Bug fix primary_conninfoのキーによる並べ替えを強制して、13より前の PostgreSQL

バージョンでのランダム再起動を回避します。
Bug fix 調整時に ServiceAccountの変更（ラベル、注釈など）を保持します。
Bug fix imagePullPolicyデフォルト値の強制を無効にします。
Bug fix WALセグメントサイズの initDBバリデーションを改善します。
Bug fix LSNが指定されたクラスターを回復するときに、targetLSNオプションを適

切にハンドルします。
Bug fix サーバー証明書と CA証明書の両方で証明書チェーンを許可することにより、

カスタム TLS証明書のバリデーションを修正します。
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1.3 EDB Postgres for Kubernetes 1.13.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature Snappy圧縮のサポート。 Snappyは、より低い圧縮率を使用してオブジェク

トストアへのアップロード速度を向上させるバックアップ用の高速圧縮オプ
ションです。

Feature Barmanオブジェクトストアにアップロードされたファイルのタグ付けのサ
ポート。この機能を使用するには、オペランドイメージに Barman 2.18が必
要です。クラスタ削除後のバックアップの。

Feature status.conditions を使用したクラスターのステータスの拡張。条件 Continu-
ousArchivingは、クラスターがWALファイルのアーカイブを開始したこと
を示します。

Feature 追加情報を使用して kubectlの cnpプラグインの statusコマンドを改善します。
クラスターのステータスを示す Cluster Summaryセクションと、クラスター
で使用されている証明書のステータスとエキスパイアまでの証明書ステータ
スセクションを追加します。

Feature 新しい barman-cloud-check-wal-アーカイブコマンドをサポートして、新しい
クラスターを作成するときに空でないバックアップ先を検出します。

Feature MONITORING_QUERIES_SECRET構成変数を使用して、シークレットを使
用してデフォルトのモニタリングクエリを追加するサポートを追加します。

Feature ユーザが AppArmor を使用してコンテナの権限を制限できるようにします
（AppArmorサポートでデプロイされた Kubernetesクラスター上）。

Feature kubectlの cnpプラグインにWindowsプラットフォームのサポートを追加し、
Windows x86および ARMでプラグインを使用できるようになりました。

Feature Kubernetes 1.18および非推奨の APIバージョンのサポートを終了
Container images PostgreSQLコンテナには、 Barman 2.18が含まれます。
Security fix 所有者とスーパーユーザのシークレット内にユーザー名フィールドの一貫性

チェックを追加します。以前は、悪意のあるユーザがシークレットを使用し
て任意の PostgreSQLユーザのパスワードを変更できました。

Bug fix Postgresポッドからステータスを取得するコードのメモリーリークを修正し
ました。

Bug fix クラッシュ後の PostgreSQLの自己再起動を無効にします。インスタンスコ
ントローラは、 PostgreSQLインスタンスのライフサイクルを処理します。

Bug fix バリデーション webhookの spec.postgresUIDおよび spec.postgresGIDフィー
ルドの変更を防ぎます。クラスタの作成後にこれらのフィールドを変更する
と、 PostgreSQLをスタートできなくなります。

Bug fix バックアップおよびWALアーカイビングハンドリングコードからのログの
冗長性を減らします。

Bug fix まだ初期化されていないときにクラスターが「正常」とマークされるバグを
修正します。

Bug fix 非常に高いWAL稼動レートを備えたクラスター内のスタンバイサーバが調
整されたら、ストリーミングにスイッチことができます。

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Type Description
Bug fix まれにクラッシュにつながる可能性のある PostgreSQLポッドのスタートアッ

プ中の競合条件を修正します。
Bug fix クラスター内の最初の PVCの初期化に失敗する可能性のある競合条件を修正

します。
Bug fix クラスターをレプリカとして参加させる前に、降格したばかりのプライマリ

ポッドの余分なリスタートを削除します。
Bug fix バックアップから復旧するときに、レプリケーションに敏感な PostgreSQL構

成パラメーターを正しくハンドルします。
Bug fix クラスター作成中の PostgreSQL設定のバリデーションの欠落を修正。

1.4 EDB Postgres for Kubernetes 1.12.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature サポートされているKubernetesディストリビューションのリストにKubernetes

1.23を追加し、1.17のエンドツーエンドテストを削除して、2020年 12月に
Kubernetesプロジェクトによるサポートを終了しました。

Feature 2秒の接続タイムアウトと 30秒の通信タイムアウトを追加して、ネットワー
クに問題がある場合のポッドステータスチェックの応答性を改善します。こ
の変更により、演算子がポッドが失敗と宣言する前にポッドのステータスをレ
ポートするのを待つ時間に制限が設定され、フェイルオーバーオペレーショ
ンの堅牢性と予測可能性が向上します。

Feature .spec.inheritedMetadataフィールドをクラスターに導入して、ユーザがクラス
ターによって生成されたすべてのオブジェクトに適用されるラベルと注釈を
指定できるようにします。

Feature インスタンスのステータスを計算するときに実行されるクエリの数を減らし
ます。

Feature PgBouncerの準備プローブを追加します。
Feature Azureプロトコルを使用する場合、Barmanのバックアップオブジェクトスト

アのエンドポイントのカスタム証明機関のサポートを追加します。
Bug fix フェイルオーバー中に、すべてのWALストリーミング接続が閉じられるま

で、新しいプライマリが選択されるのを待ちます。演算子は、デフォルトで
wal_sender_timeoutおよび wal_receiver_timeoutを 5秒に設定して、プライマ
リにネットワークの問題がある場合にスタンバイ・ノードが迅速に通知make
ようにします。

次のページに続く
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表 5 –前のページからの続き
Type Description
Bug fix レプリカクラスターの PostgreSQLインスタンスに対して「archive_mode」を

「always」に設定することにより、レプリカクラスターのWALアーカイビン
グ戦略を変更してローリング更新を修正します。次に、現在およびターゲッ
トの指定プライマリからのみWALのアップロードを制限します。 WALは
切り替え中に 2回アップロードされる場合がありますが、これは問題ではあ
りません。

Bug fix レプリカクラスターソース内の Barmanのバックアップオブジェクトストア
のエンドポイントのカスタム証明機関のサポートを修正します。

Bug fix クラスター名前空間のデフォルトのモニタリング構成マップに固定名前を使
用します。

Bug fix 何らかの理由でデフォルトのWebhookが機能していない場合、演算子は調整
サイクル中にもデフォルトでクラスターを更新するようになりました。

Bug fix リソース要求と制限の比較を修正して、すべての調整サイクルですべてのポッ
ドの更新につながるまれな問題を修正します。

Bug fix Webhookからのログメッセージを改善して、オブジェクトのネームスペース
も含めます。

Bug fix すべての調整ループのスタートに「デフォルト」メッセージのロギングを停
止します。

Bug fix enablePodMonitorが falseの場合、すべての調整サイクルで PodMonitorの削
除のロギングを停止します。

Bug fix ポッドに到達できない場合、アーキテクチャの不一致の可能性について文句
を言わないでください。

1.5 EDB Postgres for Kubernetes 1.11.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature 並列WALアーカイビングと復元：backupObjectStore.maxParallelオプション

を導入して、WALアーカイビング（PostgreSQLの archive_commandによる）
とWAL復元の両方で実行される並列ジョブの最大数を設定することにより、
データベースが高書き込みシステムでのWAL生成に対応できるようにしま
す（ restore_commandによって）。並列復元オプションを使用すると、必要な
WALファイルをフェッチして、順次ではなく並列にリプレイすることによ
り、新しく昇格したスタンバイをより早く準備状態にすることができます。

Feature モニタリング用のデフォルトのメトリックセット：default-monitoringと呼ば
れる新しい ConfigMapは、演算子の同じネームスペースに自動的にデプロイ
され、デフォルトで既存の Postgresクラスターに追加されます。そのような
動作は、オペレーターの構成で MONITORING_QUERIES_CONFIGMAPパ
ラメータを設定するか、クラスターレベルで.specを使用してグローバルに変
更できます。モニタリング。

次のページに続く
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表 6 –前のページからの続き
Type Description
Feature disableDefaultQueriesオプション（デフォルトで falseに設定）。
Feature クラスターのモニタリングセクションに enablePodMonitorオプションを導入

して、PodMonitorリソースを自動的に管理し、Prometheusとシームレスに統
合します。

Feature 目的の stopDelay時間の前半にスマートシャットダウンを実行し、残りの半
分に高速シャットダウンを実行してから、ポッドが Kubernetesによって殺さ
れる前に、 PostgreSQLのシャットダウンプロシージャを改善します。

Feature switchoverDelayオプションを追加して、新しいプライマリを昇格する前に元
のプライマリに与えられる時間を制御して正常にシャットダウンし、すべての
WALファイルをアーカイブします（デフォルトでは、Cloud Native PostgreSQL
は権限データの永続性まで無期限に待機します）。

Feature ローリング更新を発行して、 PostgreSQLクラスターのリソース要求と制限
の変更を処理します。

Feature 追加情報を使用して、kubectlの cnpプラグインの statusコマンドを改善しま
す。ストリーミングレプリケーションステータス、データベースの合計サイ
ズ、クラスター内のインスタンスのロール。

Feature PostgreSQLの共有メモリ管理のために dynamic_shared_memory_typeおよび
shared_memory_typeパラメーターの設定を有効にすることにより、多くの並
列ワーカーでワークロードのサポートを強化します。

Feature クラスターレベルで定義されたラベルと注釈を、ポッドなどの関連リソース
に伝播します（削除はサポートされていません）。

Feature Kubeletによって削除されたポッドを自動的に削除します。
Feature ENABLE_AZURE_PVC_UPDATES演算子構成オプションを使用して、必要

に応じてクラスターのローリング更新を発行することにより、Azureの永続
ボリュームの自動サイズ変更を管理します（デフォルトで無効）。

Feature 特定の Postgresクラスターで無効に設定されている場合、調整ループが実行
されないようにする k8s.enterprisedb.io/reconciliationLoopアノテーションを
導入します。

Feature initdbブートストラップメソッドのパートとして postInitApplicationSQLオプ
ションを導入して、クラスターが作成された直後にスーパーユーザとしてメ
インアプリケーションデータベースで実行される SQLクエリのリストを指定
します。

Feature EDB Postgres Advanced 14.2のサポート。
Bug fix Livenessプローブは、PostgreSQLサーバーのスタートアッププロセスを正し

く処理するようになりました。これにより、少数のお客様から報告された問
題が修正され、WALファイルをリカバリして整合性のある状態に戻すニーズ
がある再起動されたスタンバイサーバに影響がありますが、ライブプローブ
のタイムアウトが発生して CrashLoopBackOffにポッドが残る前にそれを行
うことができませんでしたステータス。

Bug fix Livenessプローブは、タイムラインの転換後に現在のプライマリと再調整す
るために pg_rewindを使用するニーズがある以前のプライマリのケースを正
しく処理するようになりました。これにより、新しいスタンバイのポッドが
Kubernetesによって繰り返し殺されるのを修正します。

次のページに続く

1.5. EDB Postgres for Kubernetes 1.11.0 release notes 9



EDB Postgres for Kubernetes,リリース 1.15.0

表 6 –前のページからの続き
Type Description
Bug fix Postgresポッドからのクライアント側の調整を削減します（例：優先度と公

平性ではなく、クライアント側の調整のために 1.182388649を待機、要求：
GET）。

Bug fix 提供されているものを使用して、OpenShiftおよび OLMインストールで公開
キーインフラストラクチャ（PKI）の初期化を無効にします。

Bug fix リスタートが必要な構成パラメータを変更する場合は、常にプライマリを最
後のままにしてください。

Bug fix ジョブが正常に完了した後にのみ PVCを準備完了としてマークし、PVC初
期化の競合条件を防ぎます。

Bug fix 期限切れのWebhook TLSシークレットを更新するときは、正しい公開キー
を使用してください。

Bug fix LSNをパースするときのオーバーフローを修正します。
Bug fix スタートアップに古い PIDファイルを削除します。
Bug fix Poolerリソースは、演算子で定義された imagePullSecretを継承します（存在

する場合）。

1.6 EDB Postgres for Kubernetes 1.10.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature PgBouncerによる接続プーリング：Poolerリソースとコントローラを導入し

て、ローカル PostgreSQLクラスターのコネクションプーラとして使用され
る PgBouncerデプロイメントを自動的に管理します。この機能には、TLSク
ライアント/サーバー接続、パスワード認証、高可用性、ポッドテンプレート
サポート、キー PgBouncerパラメーターの構成、PAUSE / RESUME、 JSON
フォーマットでのロギング、統計、プール、およびリストの Prometheusエク
スポーターが含まれます。

Feature バックアップ保持ポリシー：バックアップのリカバリウィンドウ保持ポリシー
の定義をサポートします（30日間のリカバリウィンドウを保証の「30d」な
ど）。

Feature 演算子のインプレース更新：インスタンスマネージャのインプレースオンライ
ン更新を導入します。これにより、演算子の更新後にクラスター全体のロー
リング更新を実行する必要がなくなります。デフォルトでは、このオプショ
ンは無効になっています（詳細については、文書を参照してください）。

Feature initdbブートストラップメソッドでカスタマイズできるオプションのリストを
dataChecksums、エンコーディング、localeCollate、localeCType、walSegmentSize
に制限します。これにより、オプション配列は廃止され、v2 APIで削除され
る予定です。

次のページに続く
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表 7 –前のページからの続き
Type Description
Feature initdb ブートストラップメソッドのパートとして postInitTemplateSQL オプ

ションを導入して、クラスターが作成された直後にスーパーユーザとして
template1データベースで実行される SQLクエリのリストを指定します。こ
の機能により、クラスターで作成されたすべてのアプリケーションデータベー
スにデフォルトオブジェクトを含めることができます。

Feature インスタンス Prometheusエクスポーターに追加された新しいデフォルトメト
リック： Postgresバージョン、クラスター名前、およびバックアップカタロ
グに基づく回復性の最初のポイント。

Feature 障害が発生した後、バックアップの取得を再試行してください。
Feature 演算子が頻繁に更新されないオペランドイメージに存在しない最近導入され

た機能（保持ポリシーや Azure Blob Containerストレージなど）を呼び出さ
ないオーダーに、 Barman Cloudの機能に関する認識を構築します。

Feature cnpプラグインの statusコマンドの出力を、バックアップに関する情報と統
合します。

Feature PVCのステータス（初期化中または準備中）を報告する新しい注釈を導入し
ます。

Feature バックアップオブジェクトを含む、クラスターで生成されたすべてのオブジェ
クトの k8s.enterprisedb.io/clusterlabelにクラスター名前を設定します。

Feature 非推奨 APIバージョン postgresql.k8s.enterprisedb.io/v1alpha1のサポートを、
クラスター、バックアップ、およびスケジュールされたバックアップの種類
にドロップします。

Feature デフォルトのオペランドイメージを PostgreSQL 14.2に設定します。
Security fix 演算子コンテナー securityContextの allowPrivilegeEscalationを falseに設定し

ます。
Bug fix 単一インスタンスクラスターのメンテナンス中は、プライマリ PodDisruption-

Budgetを無効にします。
Bug fix リカバリ操作中は正しい証明書証明権限（CA）を使用してください。
Bug fix バックアップをとる前にWALアーカイビングステータスをチェックすると

き、 Postgres接続のリークを防ぎます。
Bug fix そうでなければログをあふれさせる一時的なエラーに続いて、WALアーカイ

ブ/リストアを 100ミリ秒間スリープさせます。

1.7 EDB Postgres for Kubernetes 1.9.2 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature 2 つの新しいロガーで JSON ログを強化します。PostgreSQL の

archive_command の wal-archive と、 スタンバイの restore_command の
wal-restoreです。

次のページに続く
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表 8 –前のページからの続き
Type Description
Bug fix スタンバイプロモーション中にWALアーカイビングを有効にします（.history

ファイルがアーカイブされないようにします）。
Bug fix 古いオペランドのエラーを回避するために、 Barman 2.13以降を使用する場

合にのみ、-cloud-providerオプションを Barman Cloudツールに渡します。
Bug fix バックアップを開始する前に、プライマリのポッドが準備できるまで待ちま

す。

1.8 EDB Postgres for Kubernetes 1.9.1 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature このリリースは、特定のイメージ名前を定義せずに新しいクラスターが作成

されたときにデフォルトのメジャーバージョンにすることで、PostgreSQL 14
の発売を祝うことです。

Bug fix プライマリポッドのログに barmanエンドポイント CAシークレットメッセー
ジが表示されているときにエラーが発生し、バックアップが正常に機能しな
かった問題を修正します。

Bug fix インスタンスマネージャとの一時的な通信の問題に備えて、新しいバックアッ
プの要求を適切にリトライします。

1.9 EDB Postgres for Kubernetes 1.9.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature サポートされているKubernetesディストリビューションのリストにKubernetes

1.22を追加し、1.16を削除します。
Feature 必要に応じて、バックアップアーカイブからWALファイルをフェッチオー

ダーに、pg_rewindで--restore-target-walオプションのサポートを導入します
（ PostgreSQL/ EPAS 13以降でのみ利用可能）。

Feature バージョン 1.9.0は、リリースプロセスとその後のバージョン 1.9.1のリリー
スの遅延のため、OpenShiftでは使用できません。

Feature 各データベースの pg_catalog.pg_largeobjectテーブルのページ数を推定する
Prometheusエクスポーターのデフォルトメトリックを公開します。

Feature ローカルのメモリ内キャッシュにより、WALのアーカイビングとフェッチの
パフォーマンスを向上させます。

Bug fix pg_isreadyを呼び出すときに postgresユーザを明示的に設定します-OpenShift
の制限付き SCCで必要です。

次のページに続く
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表 10 –前のページからの続き
Type Description
Bug fix ステータスの FirstRecoverabilityPointを適切に更新します。
Bug fix バックアップが要求される場合、指定されたプライマリで archive_mode =

alwaysを設定します。

1.10 EDB Postgres for Kubernetes 1.8.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature 外部クラスタセクションで定義されたオブジェクトストアから直接フルまた

はポイントインタイムリカバリを介して新しいクラスタをブートストラップ
し、バックアップ CRを定義するという以前の要件を排除します。

Feature スケジュールされたバックアップに即時オプションを導入して、最初のPostgres
インスタンスの実行直後にバックアップを要求し、Point-In-Time Recoveryが
構成されているときにクラスターの最初に巻き戻す機能を追加します。

Feature クラスタステータスに firstRecoverabilityPointを追加して、バックアップオブ
ジェクトストアのコンテンツに基づいてリカバリを要求するために、最も古
い一貫した時点をレポートします。

Feature 次の新しいメトリックを公開することにより、 PostgreSQLインスタンスの
デフォルトの Prometheusエクスポーターを強化します：ディスク上のWAL
ファイルの数と計算された合計サイズ、ディスクディスクのWALファイルの
数と計算された合計サイズ、アーカイブステータスの.readyおよび.doneファ
イルの数フォルダー、レプリカモードのフラグ、要求された最小/最大同期的
レプリカの数、および予想されるものと実際に観測されたもの。

Feature Prometheusエクスポーターでカスタムメトリックを定義するときに runonserver
オプションのサポートを追加して、メトリックのコレクションを PostgreSQL
バージョンのレンジに制限します。

Feature Barman Cloud向けに Barman 2.13で導入された機能を活用することにより、
バックアップとリカバリのために Azure Blob Storageをネイティブにサポー
トします。

Feature livenessプローブは pg_isreadyに依存してください。
Feature リカバリターゲット時間のタイムスタンプ仕様の RFC3339フォーマットを

サポートします。
Feature .spec.imagePullPolicyを導入して、クラスター用に作成されたすべてのポッド

とジョブのイメージコンテナーのプルポリシーを制御します。
Feature OpenShift 4.5に代わる OpenShift 4.8のサポートを追加します。
Feature PostgreSQL 14（ベータ）をサポートします。
Feature ストリーミング接続を必要とせずに、外部クラスターセクションで定義され

たオブジェクトストアからのクラスター間レプリケーションでレプリカクラ
スター機能を強化します（実験的）。

次のページに続く
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表 11 –前のページからの続き
Type Description
Feature クラスターの仕様に logLevelオプションを導入して、エラー、情報、デバッ

グ、トレースのいずれかのレベルを指定します。
Security fix .spec.enableSuperuserAccessを導入して、パスワード認証を通じて postgresユー

ザとのネットワークアクセスを有効/無効にします。
Security fix spec.licenseKeySecretを使用して、秘密のライセンスキーの指定を有効にしま

す。
Bug fix クラスターが回復不能な状態になり、人間の介入が必要になったときに、ユー

ザーに適切に通知します。

1.11 EDB Postgres for Kubernetes 1.7.1 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature 同期レプリケーションに関しては、構成よりも自己修復を優先し、クラスター

が自己修復操作中に要件を満たせない場合に、minSyncReplicasおよび演算子
設定を一時的にオーバーライドできるようにします。

Feature initdb ブートストラップメソッドのパートとして postInitSQL オプションを
導入して、クラスターが作成された直後にスーパーユーザとして実行される
SQLクエリのリストを指定します。

Bug fix プライマリの準備ができていないときに演算子がフェイルオーバーできるよ
うにします（1.7.0で導入されたバグ）。

Bug fix LOCAL同期的コミットレベルを使用して管理クエリを実行します。
Bug fix PGAuditで複数行のログエントリを正しく解析します。

1.12 EDB Postgres for Kubernetes 1.7.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature JSON出力で直接利用できる pgauditと呼ばれる新しいタイプのロガーを使用

して、PGAuditにネイティブサポートを追加します。
Feature pg_stat_statementsおよび auto_explain拡張のネイティブサポート。
Feature 1 つ以上のデータベースでユーザー定義のメトリッククエリーを実行する

Prometheusエクスポーターの target_databasesオプション（シェルのようなパ
ターンマッチングによるデータベースの自動検出を含む）。

Feature primaryUpdateStrategy が監視対象に設定されているクラスターでマニュ
アルスイッチオーバーが必要かどうかを迅速にレポートするための man-
ual_switchover_requiredメトリックの公開。

次のページに続く
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表 13 –前のページからの続き
Type Description
Feature pg_audit、auto_explain、pg_stat_statementsの shared_preload_librariesを透過

的にハンドルします。
Feature pg_stat_statements、pgaudit、または auto_explainオプションが postgresqlパラ

メーターセクションに追加された場合のPostgreSQLの shared_preload_libraries
の自動構成。

Feature k8s.enterprisedb.io/リロード labelをサポートして、Prometheusエクスポーター
のカスタムモニタリング/アラートメトリックの使用や証明書の保存に使用さ
れるものを含む、構成マップとシークレットの自動リロードを細かく制御し
ます。

Feature リロードコマンドを kubectlの cnpプラグインに追加して、インスタンスで調
整ループをトリガーします。

Feature additionalPodAffinity および additionalPodAntiAffinity を使用して、ポッドア
フィニティおよび非アフィニティ構成の制御を改善します。

Feature 少なくとも 1つのプライマリインスタンスをいつでも実行することを要求す
ることにより、プライマリインスタンスに個別の PodDisruptionBudgetを導入
します。

Security fix .spec.certificates.clientCASecretおよび spec.certificates.replicationTLSSecretオ
プションを追加して、カスタムクライアント認証を定義します。

Security fix PostgreSQLサーバーの認証局と証明書。クライアント証明書の認証と Post-
greSQLノード間の安全な通信に使用されます。

Security fix .specを追加します。 バックアップ.barmanObjectStore.endpointCAオプショ
ンは、Barmanのバックアップオブジェクトストアのエンドポイントのカス
タム証明機関バンドルを定義します。

Bug fix Prometheusエクスポーターでヒストグラムを正しく解析します。
Bug fix 演算子がクラスター用に作成したサービスを調整します。

1.13 EDB Postgres for Kubernetes 1.6.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature レプリカモード（実験的）：ソースクラスターのレプリカとしてクラスターを

作成できるようにします。レプリカクラスタには、指定されたプライマリと
任意の数のスタンバイがあります。

Feature EDB EDB Postgres Advanced Serverイメージでの EDB Auditサポート。
Feature .spec.postgresql.promotionTimeoutパラメータを追加して、インスタンスをプ

ライマリに昇格するときに待機する最大秒数を指定します。デフォルトは
40000000秒です。

次のページに続く
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表 14 –前のページからの続き
Type Description
Feature .spec.affinity.podAntiAffinityTypeパラメータを追加します。 preferred（デフォ

ルト）に設定すると、preferredDuringSchedulingIgnoredDuringExecutionが使
用されるか、requiredに設定され、requiredDuringSchedulingIgnoredDuringEx-
ecutionになります。

Security fix ライセンスキーがログに表示されないようにします。
Change 演算子が新しいポッドを作成できないようにする PVCとポッドを削除すると

きの競合条件を修正しました。
Change 構成の変更時にマネージャが PostgreSQLのリスタートの必要性を検出でき

ない競合条件を修正しました。
Change 注釈のないクラスターでの kubectl-cnpのパニックを修正しました。
Change デバッグするログメッセージのレベルを下げました。
Change サーバー CAおよび TLSインジェクションの E2Eテスト。

1.14 EDB Postgres for Kubernetes 1.5.1 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Change Red Hat OpenShift上の Operator Deploymentsでの自動更新を妨げる CRDバ

リデーションのバグを修正します。
Change シークレットを使用してオペレーターの構成を渡すことを許可します。

1.15 EDB Postgres for Kubernetes 1.5.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature pg_basebackupブートストラップメソッドを導入して、Kubernetes以外でも、

同じメジャーバージョンの既存の PostgreSQLインスタンスのコピーとして
新しい PostgreSQLクラスターを作成します。

Feature Clusterリソースの Affinityセクションで Kubernetesの許容範囲のサポートを
追加し、ユーザーが必要な汚染で Kubernetesノードに PostgreSQLインスタ
ンスを配布できるようにします。

Feature よ り 決 定 的 で 反 復 可 能 な デ プ ロ イ メ ン ト の た め に 、`<im-
age>:<tag>@sha256:<digestValue>`フォーマットを介して、イメージ名
前へのダイジェストの指定を有効にします。

Security fix サーバー証明書とそれに署名した関連する認証局のシークレットを定義する
ことにより、TLS証明書をカスタマイズして PostgreSQLサーバーを認証し
ます。

次のページに続く
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表 16 –前のページからの続き
Type Description
Security fix requireから verify-caへの内部および自動管理ストリーミングレプリカのWAL

レシーバプロセスの sslmodeを上げます。
Change kubectlのプロモートプラグインの Promoサブコマンドを拡張して、ポッド

の名前全体ではなくノード番号のみを受け入れるようにします。
Change （サービス名が継承される）クラスター名にDNS-1035バリデーションスキー

ムを採用します。
Change スタンバイインスタンスのクローンを作成するとき、または pg_basebackupメ

ソッドを使用してブートストラップするときに、ストリーミングレプリケー
ション接続を強制します。

Change 物理的ベースバックアップに関して、Backupリソースを beginWal、endWal、
beginLSN、endLSN、startedAt、stoppedAtと統合します。

Documentation fix 演算子およびオペランドコンテナーによって公開されるポートのリストを提
供します。

Documentation fix データベースワークロード用のストレージと PostgreSQLのベンチマークの
cnp-benchヘルムチャートとガイドラインを紹介します。

E2E test fix Kubernetes 1.21をテストします。
E2E test fix 演算子の高可用性のテストを追加します。
E2E test fix ノードドレインのテストを追加します。
Bug fix リカバリ操作中の pg_ctlスタートのタイムアウトが短すぎます。
Bug fix オペレーターは、PVCの直接イベントを見守っていません。
Bug fix barmanObjectStoreバックアップの immediateCheckpointおよび jobsパラメー

タのハンドリングを修正しました。
Bug fix バックアップから回復するときに空のログ。

1.16 EDB Postgres for Kubernetes 1.4.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature JSONフォーマットの PostgreSQLエラーメッセージの標準出力ロギング。
Feature Prometheusエクスポーター用の PostgreSQLメトリックの基本セットを提供

します。
Feature kubectlの cnpプラグインにリスタートコマンドを追加して、特定のPostgreSQL

クラスターのポッドをロールアウト方式でリスタートします。
Security fix ポッドの readOnlyRootFilesystemセキュリティコンテキストを設定します。
Change 重要：YAMLマニフェストを使用して Cloud Native PostgreSQL演算子を以

前にデプロイした場合、新しいバージョンをインストールする前に既存の演
算子デプロイメントを削除する必要があります。これは、演算子によって直
接管理されるラベルと labelセレクタの変更による他の Kubernetes APIとの
競合を回避するために必要です。 1.4.0へのアップグレード処理の詳細につ
いては、 Cloud Native PostgreSQLの文書を参照してください。

次のページに続く
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表 17 –前のページからの続き
Type Description
Change 演算子によって自動的に定義されるラベルを修正し、control-plane：controller-

managerから app.kubernetes.io/名前：cloud-native-postgresqlに名前を変更し
ます。

Change Prometheusエクスポーターの TCPポートにメトリック名前を割り当てます。
Change cnp_metrics_exporterを application_nameとして、 PostgreSQLのメトリック

エクスポーター接続に設定します。
Change 利用可能な場合、postgresデータベースの代わりに、Prometheusエクスポー

ターのクエリをモニタリングするためにアプリケーションデータベースを使
用します。

Documentation fixes モニタリングクエリのカスタマイズ。
Documentation fixes オペレーターのアップグレード手順。
Bug fix pg_basebackupを呼び出すときに-Rを使用しないでください。
Bug fix ステータスを取得するときに、エラーログからスタックトレースを削除しま

す。

1.17 EDB Postgres for Kubernetes 1.3.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature ラベルと注釈の継承。
Feature すべてのコンテナにリソース制限を設定します。
Security fix Red Hat OpenShiftでの制限付きセキュリティコンテキスト制約のサポートに

より、ポッドの実行を UIDおよび SELinuxコンテキストが割り当てられた
ネームスペースに制限します。

Security fix 非ルート、非特権、および権限エスカレーションなしで実行するために演算
子によって明示的に定義されたポッドセキュリティコンテキスト。

Change ポート 9187でリッスンしている Prometheusエクスポーターエンドポイント
（ポート 8000は APIサーバーとのインスタンス調整用に予約ています）。

1.18 EDB Postgres for Kubernetes 1.2.1 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature ScheduledBackupはバックアップの所有者ではなくなりました。つまり、Sched-

uledBackupオブジェクトが削除されても、バックアップは削除されません。
Security fix ubi8-minimalイメージを更新して、RHSA-2021：1024を解決します（セキュ

リティアドバイザリ：重要）。
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1.19 EDB Postgres for Kubernetes 1.2.0 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature Prometheusの postgres_exporterと互換性のある構文を使用して、ConfigMap

および Secret オブジェクトとしてカスタムモニタリングクエリの実験的サ
ポートを導入します。

Feature オペレーターライフサイクルマネージャー（OLM）の展開をサポートし、そ
の後 OperatorHub.ioに存在します。

Feature 全社的に使用するためのライセンスキーサポートを拡張します（以前の制限
は単一のクラスター名前空間のみに制限されていました）。

Feature 米国国防総省（DoD）の防衛情報システム局（DISA）およびインターネット
セキュリティセンター（CIS）のガイドラインを適用し、Dockleを使用して
パイプラインで直接検証することにより、コンテナーのセキュリティを強化
します。

1.20 EDB Postgres for Kubernetes 1.1 release notes

Kubernetes用 EDB Postgresのこのリリースには、次のものが含まれます。

Type Description
Feature JSONおよび YAML出力を含むクラスターのステータスをきれいに出力する

には、kubectl cnp statusを追加します。
Feature kubectl cnp証明書を追加して、クライアントアプリケーションの TLS認証を

有効にします。
Feature -roサービスを追加して、利用可能なホットスタンバイレプリカのみに接続を

ルーティングし、クラスターのプライマリインスタンスから読み取り専用ク
エリのオフロードを有効にします。

Feature クラスタをmaxSyncReplicasより低い値にスケールダウンするロールバック。
Feature 元のプライマリを降格する前にチェックポイントを要求します。
Feature SIGTERMで PostgreSQLプロセスに SIGINTシグナル（高速シャットダウン）

を送信します。

1.21 EDB Postgres for Kubernetes 1.0 release notes

最初のメジャーリリースでは、APIグループ postgresql.k8s.enterprisedb.io/v1に Cluster、Backup、および
ScheduledBackupが実装されています。これらのリソースを使用して、以下の主な機能を備えたKubernetes
内で PostgreSQLクラスターを作成および管理します。
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Type Description
Feature 外部ツールを必要とせずに、高可用性のために Kubernetes APIサーバーと直

接統合します。
Feature 最も整合したレプリカを昇格させることによるプライマリインスタンスの

フェールオーバー。
Feature レプリカの自動作成。
Feature 選択したレプリカを昇格させることによる、プライマリインスタンスの計画

的な切り替え。
Feature スケールアップ/スケールダウン機能。
Feature 任意の数のインスタンスの定義（最小 1-1つのプライマリーサーバ）。
Feature アプリケーションをクラスターの唯一のプライマリーサーバに接続するため

の読み書きサービスの定義。
Feature ワークロードを読み取るためにアプリケーションを任意のインスタンスに接

続する読み取りサービスの定義。
Feature PVCテンプレートを使用したローカル永続ボリュームのサポート。
Feature ポッドでの永続ボリュームストレージの再利用。
Feature PostgreSQLのマイナーバージョンと演算子のアップグレードのローリング更

新。
Feature TLS接続とクライアント証明書認証。
Feature S3互換オブジェクトストアへの継続的なバックアップ。
Feature S3互換オブジェクトストアバックアップからの完全リカバリとポイントイン

タイムリカバリ。
Feature 同期的レプリカのサポート。
Feature nodeSelectorプロパティを介したノードアフィニティのサポート。
Feature PostgreSQLエラーメッセージの標準出力ロギング。
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第2章 ‘Differences with CloudNativePG v1’

Kubernetes演算子用の EDB Postgresは、CloudNativePGに基づくフォークです。

どちらも Clusterという顧客リソースを定義していますが、2つの異なる APIグループがあります。その結
果、同じ Kubernetesクラスターに共存できます。具体的には：

• CloudNativePGは postgresql.cnpg.io/v1 APIバージョンを使用します

• Kubernetesの EDB Postgresは postgresql.k8s.enterprisedb.io/v1 APIバージョンを使用します

重要: Cloud Native PostgreSQLを展開している既存の EDBのお客様は、Kubernetes用の EDB Postgresの
序文によってバージョン 1の APIグループが変更されていないことに気付いているかもしれません。

一般的なルールとして、オープンソースのCloudNativePGで利用可能なすべての機能は、Kubernetesの EDB
Postgresでも利用可能です-正しい APIバージョンが使用されている場合。

利用可能な機能の詳細については、CloudNativePGの文書を参照してください。
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第3章 ‘Differences with CloudNativePG’

Kubernetes演算子用の EDB Postgresは、CloudNativePGに基づくフォークです。

両方とも Clusterという顧客リソースを定義していますが、2つの異なる APIグループがあります。その
結果、同じ Kubernetesclusterに共存できます。具体的には：

• CloudNativePGは postgresql.cnpg.io/v1 APIバージョンを使用します

• Kubernetesの EDB Postgresは postgresql.k8s.enterprisedb.io/v1 APIバージョンを使用します

重要: Cloud Native PostgreSQLを展開している既存の EDBのお客様は、Kubernetes用の EDB Postgresの
序文によってバージョン 1の APIグループが変更されていないことに気付いているかもしれません。

一般的なルールとして、オープンソースの CloudNativePGで利用可能なすべての機能は、Kubernetes用の
EDB Postgresでも利用可能です-正しい APIバージョンが使用されている場合。

利用可能な機能の詳細については、 CloudNativePG documentationを参照してください。

https://cloudnative-pg.io/documentation/1.15.0/
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第4章 ‘Installation and upgrades’

以下は、アップストリーム CloudNativePGプロジェクトの 'Installation and upgrades'トピックを補足するも
のです。

4.1 Kubernetesでのインストール

4.1.1 演算子マニフェストを直接使用する

演算子は、 kubectlを介して適用される YAMLマニフェストを介して、Kubernetesの他のリソースと同
様にインストールできます。

latest operator manifestは次のようにインストールできます。

kubectl apply -f \

https://get.enterprisedb.io/cnp/postgresql-operator-1.15.0.yaml

kubectlコマンドを実行すると、Kubernetesの EDB Postgresが Kubernetesクラスターにインストールさ
れます。

次の方法で確認できます。

kubectl get deploy -n postgresql-operator-system postgresql-operator-controller-

↪→manager

<！-この作業は必要です### Operator Lifecycle Manager（OLM）を使用する

OperatorHubは、オペレーター向けのパッケージ管理システムである Operator Lifecycle Managerを介して
利用可能な、オペレーターがコミュニティから入手したインデックスです。

そのページにリストされているインストール手順に従って、 OperatorHub.io website の EDB Postgres for
Kubernetes pageで利用可能なメタデータを使用して、Kubernetes用の EDB Postgresをインストールでき
ます。

•

https://get.enterprisedb.io/cnp/postgresql-operator-1.15.0.yaml
https://github.com/operator-framework/operator-lifecycle-manager
https://operatorhub.io
https://operatorhub.io/operator/cloud-native-postgresql
https://operatorhub.io/operator/cloud-native-postgresql
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4.2 展開に関する詳細
CloudNativePGとは異なり、演算子はデフォルトで postgresql-operator-controller-managerと呼ば
れるKubernetes Deploymentとして postgresql-operator-system名前空間にインストールされます。以
下を実行することにより、詳細情報を取得できます。

kubectl describe deploy \

-n postgresql-operator-system \

postgresql-operator-controller-manager
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第5章 ‘Quickstart’

CloudNativePG文書の 'Installation and upgrades'トピックを参照し、Kubernetes用 EDB Postgresの使用に関
する詳細についてはこのトピックを使用してください。

<！-fileProcessor / processors / add-quickstart-content.jsによって挿入された以下のセクション-ここで行われ
た変更は失われます->

<！-挿入セクションの終了->

Red Hat OpenShift Container Platform ユーザーは、OpenShift の Red Hat CodeReady Containers (CRC) で
Kubernetesの EDB Postgresの認定演算子をテストできます。

警告: このセクションに含まれる手順は、デモンストレーション、テスト、および実践のみを目的と
したものであり、実稼動環境では使用しないでください。

他の Kubernetesアプリケーションと同様に、EDM EDB Postgres for Kubernetesは、YAMLで記述された通
常のマニフェストを使用して展開されます。

これらの指示に従うことにより、ローカル Kubernetes / Openshiftインストールで PostgreSQLclusterをス
タートし、実験することができるはずです。

重要: Kubernetesクラスターに接続するオーダーにマシンに kubectlがインストールされていることを確認
します。OpenShiftに CRCを使用している場合は ocをインストールします。 how to install `kubectl <https:
//kubernetes.io/docs/tasks/tools/install-kubectl/>`__のKubernetesの文書または how to install `oc <https://docs.
openshift.com/container-platform/4.6/cli_reference/openshift_cli/getting-started-cli.html>`__の Openshiftの文
書に従ってください。

注釈: Openshiftを実行している場合、この文書で kubectlについて言及するたびに ocを使用します。 kubectl
コマンドは、 ocコマンドと互換性があります。

https://developers.redhat.com/products/codeready-containers/overview
https://kubernetes.io/docs/tasks/tools/install-kubectl/
https://kubernetes.io/docs/tasks/tools/install-kubectl/
https://docs.openshift.com/container-platform/4.6/cli_reference/openshift_cli/getting-started-cli.html
https://docs.openshift.com/container-platform/4.6/cli_reference/openshift_cli/getting-started-cli.html
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5.1 パート1-ローカルKubernetes / Openshiftプレイグラウンドのセッ
トアップ

このセクションでは、CRCのインストールについて説明します。KindまたはMinikubeについては、Cloud-
NativePGのアップストリーム文書を参照してください。

5.1.1 CodeReadyコンテナ（CRC）

1. Download Red Hat CRCを実行し、 PATH

内のディレクトリ内にバイナリを移動します。

1.次のコマンドを実行します。

crc setup

crc start

crc startの出力は、処理方法を説明しています。 1. crc oc-envコマンドの出力を実行します。印刷さ
れた oc loginコマンドを使用して、kubeadminとしてログインします。 crc consoleを実行している
Webコンソールを開くこともできます。ユーザーとパスワードは oc loginコマンドの場合と同じです。

1. CRCには StorageClassが付属していないため、設定する必要があります。 Dynamic volume provi-
sioning wiki pageに従って、 rancher/local-path-provisioner

をインストールします。

5.2 パート 2-Kubernetes用のEDB Postgresのインストール
KubernetesまたはOpenShiftのインストールがラップトップで実行されたので、Kubernetesの EDB Postgres
インストールを続行できます。

CloudNativePGの文書の 'Installation and upgrades'トピックを参照して、PostgreSQLクラスターの展開に進
みます。

5.3 パート 3- PostgreSQLクラスターをデプロイする
Kubernetesの他の展開と同様に、PostgreSQLクラスターを展開するには、目的の Clusterを定義する構成
ファイルを適用する必要があります。

cluster-example.yamlサンプルファイルは、デフォルトのストレージクラスを使用してシンプル

Clusterを定義し、ディスクスペースを割り当てます。

28 第 5章‘Quickstart’
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# Example of PostgreSQL cluster

apiVersion: postgresql.k8s.enterprisedb.io/v1

kind: Cluster

metadata:

name: cluster-example

spec:

instances: 3

# Require 1Gi of space

storage:

size: 1Gi

5.3. パート 3- PostgreSQLクラスターをデプロイする 29
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第6章 Installation, Configuration and
Deployment Demo

Kubernetes Operatorの EDB Postgresを起動して実行するために必要なものを確認したいですか？このセク
ションでは、次のことを示します。

1. Kubernetes Operator2の EDB Postgresをインストールします。3ノードの PostgreSQLクラスターの
展開 3。 kubectl-cnp plugin4のインストールと使用。フェイルオーバーのテストによるクラスターの
復元力の検証

作業に約 5～10分かかります。

k3d cluster create

__OUTPUT__

INFO[0000] Prep: Network

INFO[0000] Created network k3d-k3s-default

INFO[0000] Created image volume k3d-k3s-default-images

INFO[0000] Starting new tools node...

INFO[0001] Pulling image ghcr.io/k3d-io/k3d-tools:5.4.1

INFO[0001] Creating node k3d-k3s-default-server-0

INFO[0002] Pulling image docker.io/rancher/k3s:v1.22.7-k3s1

INFO[0003] Starting Node k3d-k3s-default-tools

INFO[0007] Creating LoadBalancer k3d-k3s-default-serverlb

INFO[0008] Pulling image ghcr.io/k3d-io/k3d-proxy:5.4.1

INFO[0011] Using the k3d-tools node to gather environment information

INFO[0011] HostIP: using network gateway 172.17.0.1 address

INFO[0011] Starting cluster k3s-default

INFO[0011] Starting servers...

INFO[0011] Starting Node k3d-k3s-default-server-0

INFO[0016] All agents already running.

INFO[0016] Starting helpers...

INFO[0017] Starting Node k3d-k3s-default-serverlb

INFO[0024] Injecting records for hostAliases (incl. host.k3d.internal) and for 2␣

↪→network members into CoreDNS configmap...

INFO[0026] Cluster k3s-default created successfully!

INFO[0026] You can now use it like this:

kubectl cluster-info

これにより Kubernetesクラスターが作成され、使用する準備が整います。次のコマンドで動作することを
確認します。
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kubectl get nodes

__OUTPUT__

NAME STATUS ROLES AGE VERSION

k3d-k3s-default-server-0 Ready control-plane,master 35s v1.22.7+k3s1

k3d-k3s-default-server-0という 1つのノードが表示されます。ステータスがまだ「準備完了」でない
場合は、数秒待ってから上記のコマンドを再度実行します。

6.1 Kubernetes用EDB Postgresをインストールする
Kubernetesクラスターが実行されたので、 'Installation and upgrades'セクションの説明に従って Kubernetes
の EDB Postgresインストールを続行できます。

kubectl apply -f https://get.enterprisedb.io/cnp/postgresql-operator-1.15.0.yaml

__OUTPUT__

namespace/postgresql-operator-system created

customresourcedefinition.apiextensions.k8s.io/backups.postgresql.k8s.enterprisedb.io␣

↪→created

customresourcedefinition.apiextensions.k8s.io/clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.io␣

↪→created

customresourcedefinition.apiextensions.k8s.io/poolers.postgresql.k8s.enterprisedb.io␣

↪→created

customresourcedefinition.apiextensions.k8s.io/scheduledbackups.postgresql.k8s.

↪→enterprisedb.io created

serviceaccount/postgresql-operator-manager created

clusterrole.rbac.authorization.k8s.io/postgresql-operator-manager created

clusterrolebinding.rbac.authorization.k8s.io/postgresql-operator-manager-rolebinding␣

↪→created

configmap/postgresql-operator-default-monitoring created

service/postgresql-operator-webhook-service created

deployment.apps/postgresql-operator-controller-manager created

mutatingwebhookconfiguration.admissionregistration.k8s.io/postgresql-operator-

↪→mutating-webhook-configuration created

validatingwebhookconfiguration.admissionregistration.k8s.io/postgresql-operator-

↪→validating-webhook-configuration created

そして、正常にインストールされたことを確認します。

kubectl get deploy -n postgresql-operator-system postgresql-operator-controller-

↪→manager

__OUTPUT__

NAME READY UP-TO-DATE AVAILABLE AGE

postgresql-operator-controller-manager 1/1 1 1 52s
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6.2 PostgreSQLクラスターをデプロイする
Kubernetesの他の展開と同様に、PostgreSQLクラスターを展開するには、目的の Clusterを定義する構成
ファイルを適用する必要があります。

cluster-example.yamlサンプルファイルは、デフォルトのストレージクラスを使用してシンプル

Clusterを定義し、ディスクスペースを割り当てます。

cat <<EOF > cluster-example.yaml

# Example of PostgreSQL cluster

apiVersion: postgresql.k8s.enterprisedb.io/v1

kind: Cluster

metadata:

name: cluster-example

spec:

instances: 3

# Example of rolling update strategy:

# - unsupervised: automated update of the primary once all

# replicas have been upgraded (default)

# - supervised: requires manual supervision to perform

# the switchover of the primary

primaryUpdateStrategy: unsupervised

# Require 1Gi of space

storage:

size: 1Gi

EOF

3ノードの PostgreSQLクラスターを作成するには、オーダーのコマンドを実行する必要があります。

kubectl apply -f cluster-example.yaml

__OUTPUT__

cluster.postgresql.k8s.enterprisedb.io/cluster-example created

get podsコマンドを使用して、ポッドが作成されていることを確認できます。初期化にはビット時間がか
かるため、クラスター構成を適用した直後に実行すると、Init: または PodInitializingのステータス
が表示されます。

kubectl get pods

__OUTPUT__

NAME READY STATUS RESTARTS AGE

cluster-example-1-initdb--1-2cqfw 0/1 Pending 0 3s

…少し待ってから、もう一度確認してください。
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kubectl get pods

__OUTPUT__

NAME READY STATUS RESTARTS AGE

cluster-example-1 1/1 Running 0 56s

cluster-example-2 1/1 Running 0 35s

cluster-example-3 1/1 Running 0 19s

これで、クラスターのステータスを確認できます。

kubectl get cluster cluster-example -o yaml

__OUTPUT__

apiVersion: postgresql.k8s.enterprisedb.io/v1

kind: Cluster

metadata:

annotations:

kubectl.kubernetes.io/last-applied-configuration: |

{"apiVersion":"postgresql.k8s.enterprisedb.io/v1","kind":"Cluster","metadata":{

↪→"annotations":{},"name":"cluster-example","namespace":"default"},"spec":{"instances

↪→":3,"primaryUpdateStrategy":"unsupervised","storage":{"size":"1Gi"}}}

creationTimestamp: "2022-04-21T18:33:12Z"

generation: 1

name: cluster-example

namespace: default

resourceVersion: "1868"

uid: bf85fdbf-4404-46a0-a16a-63676a377d90

spec:

affinity:

podAntiAffinityType: preferred

topologyKey: ""

bootstrap:

initdb:

database: app

encoding: UTF8

localeCType: C

localeCollate: C

owner: app

enableSuperuserAccess: true

imageName: quay.io/enterprisedb/postgresql:14.2

instances: 3

logLevel: info

maxSyncReplicas: 0

minSyncReplicas: 0

monitoring:

customQueriesConfigMap:

- key: queries

name: postgresql-operator-default-monitoring
(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

disableDefaultQueries: false

enablePodMonitor: false

postgresGID: 26

postgresUID: 26

postgresql:

parameters:

archive_mode: "on"

dynamic_shared_memory_type: posix

log_destination: csvlog

log_directory: /controller/log

log_filename: postgres

log_rotation_age: "0"

log_rotation_size: "0"

log_truncate_on_rotation: "false"

logging_collector: "on"

max_parallel_workers: "32"

max_replication_slots: "32"

max_worker_processes: "32"

shared_memory_type: mmap

shared_preload_libraries: ""

wal_keep_size: 512MB

wal_receiver_timeout: 5s

wal_sender_timeout: 5s

primaryUpdateMethod: switchover

primaryUpdateStrategy: unsupervised

resources: {}

startDelay: 30

stopDelay: 30

storage:

resizeInUseVolumes: true

size: 1Gi

switchoverDelay: 40000000

status:

certificates:

clientCASecret: cluster-example-ca

expirations:

cluster-example-ca: 2022-07-20 18:28:12 +0000 UTC

cluster-example-replication: 2022-07-20 18:28:12 +0000 UTC

cluster-example-server: 2022-07-20 18:28:12 +0000 UTC

replicationTLSSecret: cluster-example-replication

serverAltDNSNames:

- cluster-example-rw

- cluster-example-rw.default

- cluster-example-rw.default.svc

- cluster-example-r
(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

- cluster-example-r.default

- cluster-example-r.default.svc

- cluster-example-ro

- cluster-example-ro.default

- cluster-example-ro.default.svc

serverCASecret: cluster-example-ca

serverTLSSecret: cluster-example-server

cloudNativePostgresqlCommitHash: 0531b739

cloudNativePostgresqlOperatorHash:␣

↪→1dd0fcb2f3fa9e7293fa5696f0cd7dd560923cc9f7d714b75c10d282072fcf2d

configMapResourceVersion:

metrics:

postgresql-operator-default-monitoring: "848"

currentPrimary: cluster-example-1

currentPrimaryTimestamp: "2022-04-21T18:33:49Z"

healthyPVC:

- cluster-example-1

- cluster-example-2

- cluster-example-3

instances: 3

instancesStatus:

healthy:

- cluster-example-1

- cluster-example-2

- cluster-example-3

latestGeneratedNode: 3

licenseStatus:

isImplicit: true

isTrial: true

licenseExpiration: "2022-05-21T18:33:12Z"

licenseStatus: Implicit trial license

repositoryAccess: false

valid: true

phase: Cluster in healthy state

poolerIntegrations:

pgBouncerIntegration: {}

pvcCount: 3

readService: cluster-example-r

readyInstances: 3

secretsResourceVersion:

applicationSecretVersion: "813"

clientCaSecretVersion: "809"

replicationSecretVersion: "811"

serverCaSecretVersion: "809"

serverSecretVersion: "810"
(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

superuserSecretVersion: "812"

targetPrimary: cluster-example-1

targetPrimaryTimestamp: "2022-04-21T18:33:13Z"

writeService: cluster-example-rw

注釈: デフォルトでは、演算子は、リリースされたときに、 PostgreSQLの最新メジャーバージョンの利
用可能な最新マイナーバージョンをインストールし演算子。 [the imageName key in the spec section of the
Cluster definition](api_reference/#clusterspec)を設定することでこれをオーバーライドできます。

重要: 不変のインフラストラクチャパラダイムでは、コンテナイメージの特定のバージョンを常にポイン
トする必要があります。実稼動環境では、 latestや 13などのタグを使用しないでください。クラスター内
の更新ポリシーとバージョンの一貫性に関して予測できないシナリオが発生する可能性があります。

6.3 kubectl-cnpプラグインをインストールする
Kubernetesの EDB Postgresは、Kubernetesのクラスターを管理するための a plugin for kubectlと、それを
インストールするスクリプトを提供します。

curl -sSfL \

https://github.com/EnterpriseDB/kubectl-cnp/raw/main/install.sh | \

sudo sh -s -- -b /usr/local/bin

__OUTPUT__

EnterpriseDB/kubectl-cnp info checking GitHub for latest tag

EnterpriseDB/kubectl-cnp info found version: 1.15.0 for v1.15.0/linux/x86_64

EnterpriseDB/kubectl-cnp info installed /usr/local/bin/kubectl-cnp

cnpコマンドが kubectlで利用可能になりました。

kubectl cnp status cluster-example

__OUTPUT__

Cluster Summary

Name: cluster-example

Namespace: default

System ID: 7089127092443762706

PostgreSQL Image: quay.io/enterprisedb/postgresql:14.2

Primary instance: cluster-example-1

Status: Cluster in healthy state

Instances: 3

Ready instances: 3

Current Write LSN: 0/4000060 (Timeline: 1 - WAL File: 000000010000000000000004)

(次のページに続く)
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Certificates Status

Certificate Name Expiration Date Days Left Until Expiration

- --------------- --------------- -------------------------

↪→-

cluster-example-replication 2022-07-20 18:28:12 +0000 UTC 89.99

cluster-example-server 2022-07-20 18:28:12 +0000 UTC 89.99

cluster-example-ca 2022-07-20 18:28:12 +0000 UTC 89.99

Continuous Backup status

Not configured

Streaming Replication status

Name Sent LSN Write LSN Flush LSN Replay LSN Write Lag Flush Lag ␣

↪→Replay Lag State Sync State Sync Priority

- --- -------- --------- --------- ---------- --------- ---------

---------- ----- ---------- -------------

cluster-example-2 0/4000060 0/4000060 0/4000060 0/4000060 00:00:00 00:00:00 ␣

↪→00:00:00 streaming async 0

cluster-example-3 0/4000060 0/4000060 0/4000060 0/4000060 00:00:00 00:00:00 ␣

↪→00:00:00 streaming async 0

Instances status

Name Database Size Current LSN Replication role Status QoS ␣

↪→Manager Version

- --- ------------- ----------- ---------------- ------ --- ␣

↪→---------------

cluster-example-1 33 MB 0/4000060 Primary OK BestEffort ␣

↪→1.15.0

cluster-example-2 33 MB 0/4000060 Standby (async) OK BestEffort ␣

↪→1.15.0

cluster-example-3 33 MB 0/4000060 Standby (async) OK BestEffort ␣

↪→1.15.0

6.4 フェイルオーバーのテスト
ステータスチェックが示すように、2つのレプリカを実行しています PostgreSQLのプライマリインスタン
スに何かが発生した場合、クラスターはそのうちの 1つにフェールオーバーします。プライマリポッドを
殺すことでこれを実証しましょう：

kubectl delete pod --wait=false cluster-example-1

__OUTPUT__

pod "cluster-example-1" deleted
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これは、サーバーのハードシャットダウン-何かがうまくいかないシナリオをシミュレートします。

ステータスを確認したら… ```shell kubectl cnp status cluster-example OUTPUT Cluster Summary
Name: cluster-example Namespace: default System ID: 7089127092443762706 PostgreSQL Image:
quay.io/enterprisedb/postgresql:14.2 Primary instance: cluster-example-2 Status: Failing over Failing over from
cluster-example-1 to cluster-example-2 Instances: 3 Ready instances: 2 Current Write LSN: 0/5000F58 (Timeline:
2 - WAL File: 000000020000000000000005)

Certificates Status Certificate Name Expiration Date Days Left Until Expiration - ̶̶̶̶̶ ̶̶̶̶̶
̶̶̶̶̶̶̶̶ – cluster-example-replication 2022-07-20 18:28:12 +0000 UTC 89.99 cluster-example-server
2022-07-20 18:28:12 +0000 UTC 89.99 cluster-example-ca 2022-07-20 18:28:12 +0000 UTC 89.99

Continuous Backup status Not configured

Streaming Replication status Not available yet

Instances status Name Database Size Current LSN Replication role Status QoS Manager Version - ̶ ̶̶̶̶ -
̶̶̶ – ̶̶̶̶̶ - ̶̶ ̶ ̶̶̶̶̶ cluster-example-3 33 MB 0/50000A0 Standby (file based) OK Best-
Effort 1.15.0 cluster-example-2 33 MB 0/5000F58 Primary OK BestEffort 1.15.0 cluster-example-1 - - - pod not
available BestEffort -

...フェイルオーバープロセスが開始され、2番目のポッドがプライマリに昇格しました。失敗したポッ
ドが再起動すると、新しいプライマリのレプリカになります。

```shell

kubectl cnp status cluster-example

__OUTPUT__

Cluster Summary

Name: cluster-example

Namespace: default

System ID: 7089127092443762706

PostgreSQL Image: quay.io/enterprisedb/postgresql:14.2

Primary instance: cluster-example-2

Status: Cluster in healthy state

Instances: 3

Ready instances: 3

Current Write LSN: 0/5004CD8 (Timeline: 2 - WAL File: 000000020000000000000005)

Certificates Status

Certificate Name Expiration Date Days Left Until Expiration

- --------------- --------------- -------------------------

↪→-

cluster-example-ca 2022-07-20 18:28:12 +0000 UTC 89.99

cluster-example-replication 2022-07-20 18:28:12 +0000 UTC 89.99

cluster-example-server 2022-07-20 18:28:12 +0000 UTC 89.99

Continuous Backup status

Not configured

(次のページに続く)
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Streaming Replication status

Name Sent LSN Write LSN Flush LSN Replay LSN Write Lag Flush Lag ␣

↪→Replay Lag State Sync State Sync Priority

- --- -------- --------- --------- ---------- --------- ---------

---------- ----- ---------- -------------

cluster-example-1 0/5004CD8 0/5004CD8 0/5004CD8 0/5004CD8 00:00:00 00:00:00 ␣

↪→00:00:00 streaming async 0

cluster-example-3 0/5004CD8 0/5004CD8 0/5004CD8 0/5004CD8 00:00:00 00:00:00 ␣

↪→00:00:00 streaming async 0

Instances status

Name Database Size Current LSN Replication role Status QoS ␣

↪→Manager Version

- --- ------------- ----------- ---------------- ------ --- ␣

↪→---------------

cluster-example-3 33 MB 0/5004CD8 Standby (async) OK BestEffort ␣

↪→1.15.0

cluster-example-2 33 MB 0/5004CD8 Primary OK BestEffort ␣

↪→1.15.0

cluster-example-1 33 MB 0/5004CD8 Standby (async) OK BestEffort ␣

↪→1.15.0

6.4.1 さらに読む

PostgreSQLクラスターを起動して実行するのに必要なことはこれだけです。もちろん、もっと多くの可能
性があります-もちろん、稼動環境にデプロイする前に、もっと多くのことが賢明です！

• CloudNativePGオペレーターが提供する設計目標と可能性：サポートされているアーキテクチャお
よび Use casesセクションを確認してください。

• 安全で信頼できるシステムの構成： Security、Failure Modes、および Backup and Recoveryセクショ
ンを読んでください。
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第7章 ‘Operator configuration’

EDB Postgresfor Kubernetesの演算子は、標準の展開マニフェストからインストールされ、構成パラダイム
よりも慣習に従います。ほとんどの場合これは問題ありませんが、次のようなデフォルトの動作を変更し
たいシナリオがいくつかあります。

• 管理されるすべての展開で共有される会社のライセンスキーを設定する演算子による

• 作成されたすべてのリソースに継承されるアノテーションとラベルの定義演算子によって、クラスタ
リソースに設定されている PostgreSQL用の別のデフォルトイメージまたは追加のプルシークレット
を定義する

デフォルトでは、演算子は postgresql-operator-controller-managerという Kubernetes Deployment
として postgresql-operator-system namespaceにインストールされます。

注釈: 以下の例では、演算子展開のデフォルトの名前と名前空間を想定しています。

演 算 子 の デ プ ロ イ メ ン ト と 同 じ 名 前 空 間 に あ り 、名 前 と し て with
postgresql-operator-controller-manager-config にある ConfigMap / Secret を使用してカス
タマイズできます。

重要: 構成の ConfigMap / Secret への変更は、演算子によって自動的に検出されないため、再読み込みす
るニーズがあります（以下を参照）。さらに、変更は構成が再ロードされた後に作成されたリソースにのみ
適用されます。

重要: 演算子は最初に ConfigMap値を処理し、次にシークレットの値をこのオーダーで処理します。その
結果、両方の場所でパラメータが定義されている場合、シークレットのパラメーターが使用されます。

7.1 利用可能オプション
演算子は、 ConfigMap / Secretで定義される以下の環境変数を探します。

Name Description
EDB_LICENSE_KEY デフォルトのライセンスキー（クラスターで定義されていない場合のみ、で

きれば `Secret`で使用されます）
次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Name Description
EN-
ABLE_REDWOOD_BY_DEFAULT

EPASを使用する場合、デフォルトで Redwood互換性を有効にします。

INHER-
ITED_ANNOTATIONS

`Cluster`メタデータで定義されている場合、ポッドを含むすべての生成され
たリソースに継承される注釈名のリスト

INHERITED_LABELS `Cluster`メタデータで定義されている場合、ポッドを含むすべての生成され
たリソースに継承される label名のリスト

PULL_SECRET_NAME オペレーターの名前空間で定義され、イメージのダウンロードに使用される
追加のプルシークレットの名前

EN-
ABLE_AZURE_PVC_UPDATES

PVCがサイズ変更状態でスタックしている場合、 Postgresポッドを削除でき
ます。この機能は主に Azure環境用です（デフォルトは `false`）

EN-
ABLE_INSTANCE_MANAGER_INPLACE_UPDATES

true`に設定すると、演算子の更新後にインスタンスマネージャのインプレー
ス更新を有効にし、クラスターのローリング更新を回避します（デフォルト
の `false）

MONITOR-
ING_QUERIES_CONFIGMAP

作成されたすべてのクラスターに適用される一連のデフォルトクエリ（キー
`queries`で指定される）を持つオペレーターの名前スペース内の ConfigMap
の名前

MONITOR-
ING_QUERIES_SECRET

作成されたすべてのクラスターに適用される、一連のデフォルトクエリ（キー
`queries`で指定される）を持つオペレーターの名前スペース内のシークレッ
トの名前

INHERITED_ANNOTATIONSおよび INHERITED_LABELSの値は、パスのようなワイルドカードをサポートし
ています。例、値 example.com/*は値 example.com/oneと example.com/twoの両方に一致します。

PULL_SECRET_NAMEパラメータを使用して追加のプルシークレット名前を指定すると、演算子はそのシー
クレットを使用して、作成された PostgreSQLclusterごとにプルシークレットを作成します。その秘密の名
前付けは<cluster-name>-pullになります。

演算子が PULL_SECRET_NAMEシークレットを探す名前空間は、演算子をインストールした場所です。演算
子がその秘密を見つけることができない場合、設定パラメータを無視します。

警告: 以前のバージョンの演算子は、 PostgreSQL クラスターをデプロイするネームスペース内に
PULL_SECRET_NAME シークレットをコピーしました。バージョン"1.11.0"から、以前の説明とマッ
チするように動作が変更されました。演算子の以前のバージョンで作成されたプルシークレットは使
用されていません。
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7.2 演算子構成マップの定義
以下の例では、デフォルトのライセンスキー（つまり、会社キー）、後で展開される Clusterオブジェク
トによって作成されたリソースによって継承される label/注釈名を定義し、 in-place updates for the instance
managerを有効にすることにより、演算子の動作をカスタマイズします。

apiVersion: v1

kind: ConfigMap

metadata:

name: postgresql-operator-controller-manager-config

namespace: postgresql-operator-system

data:

INHERITED_ANNOTATIONS: categories

INHERITED_LABELS: environment, workload, app

ENABLE_INSTANCE_MANAGER_INPLACE_UPDATES: true

7.3 演算子シークレットの定義
次の例では、デフォルトのライセンスキーを定義することにより、演算子の動作をカスタマイズしています。

apiVersion: v1

kind: Secret

metadata:

name: postgresql-operator-controller-manager-config

namespace: postgresql-operator-system

type: Opaque

data:

EDB_LICENSE_KEY: <YOUR_BASE64_ENCODED_EDB_LICENSE_KEY_HERE>

7.4 構成をリロードするために演算子を再起動する
変更を有効にするには、演算子ポッドを再作成して構成マップを再ロードする必要があります。マニフェ
ストを使用して Kubernetesに演算子をインストールした場合は、次を発行することでそれを行うことがで
きます。

kubectl rollout restart deployment \

-n postgresql-operator-system \

postgresql-operator-controller-manager

それ以外の場合、OLMを使用して演算子をインストールした場合、または onOpenshiftを実行している場
合は、演算子がインストールされているネームスペースを指定して次のコマンドを実行します。
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kubectl delete pods -n [NAMESPACE_NAME_HERE] \

-l app.kubernetes.io/name=cloud-native-postgresql

警告: カスタマイズは、演算子デプロイメントのリロード後に作成された Clusterリソースにのみ適用
されます。

上記の例に従って、 Cluster定義に categories注釈と environment、 workload、または appラベル
のいずれかが含まれている場合、これらはデプロイメントによって生成されるすべてのリソースに継承さ
れます。

7.5 PPROF HTTPサーバー
演算子は、ローカルホスト：6060上の以下のエンドポイントで PPROF HTTPサーバーを公開できます。

- `/debug/pprof/`. Responds to a request for "/debug/pprof/" with an HTML page␣

↪→listing the available profiles

- `/debug/pprof/cmdline`. Responds with the running programs command line, with␣

↪→arguments separated by NUL bytes.

- `/debug/pprof/profile`. Responds with the pprof-formatted cpu profile. Profiling␣

↪→lasts for duration specified in seconds GET parameter, or for 30 seconds if not␣

↪→specified.

- `/debug/pprof/symbol`. Looks up the program counters listed in the request,␣

↪→responding with a table mapping program counters to function names.

- `/debug/pprof/trace`. Responds with the execution trace in binary form. Tracing␣

↪→lasts for duration specified in seconds GET parameter, or for 1 second if not␣

↪→specified.

演算子を有効にするには、演算子のデプロイメントを編集して、--pprof-server=trueフラグを追加する
必要があります。

これを行うには、次のコマンドを実行します。

kubectl edit deployment -n postgresql-operator-system postgresql-operator-controller-

↪→manager

次に、編集ページでコンテナの引数を下にスクロールして、--pprof-server=true、例を追加します。

containers:

- args:

- controller

- --enable-leader-election

- --config-map-name=postgresql-operator-controller-manager-config

- --secret-name=postgresql-operator-controller-manager-config

(次のページに続く)
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- --log-level=info

- --pprof-server=true # relevant line

command:

- /manager

変更を保存すると、展開でロールアウトが実行され、新しいポッドで PPROFサーバーが有効になります。

ポッドが実行されたら、次のようにしてコンテナ内で実行できます。

kubectl exec -ti -n postgresql-operator-system <pod name> -- bash

一度実行と：

curl localhost:6060/debug/pprof/
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第8章 EDB Audit logs

EDB Postgres Advanced Serverで実行されているクラスターは、次のように EDB Audit logsを有効にでき
ます。

apiVersion: postgresql.k8s.enterprisedb.io/v1

kind: Cluster

metadata:

name: cluster-example

spec:

instances: 3

imageName: quay.io/enterprisedb/edb-postgres-advanced:13

licenseKey: <LICENSE>

postgresql:

epas:

audit: true

storage:

size: 1Gi

.spec.postgresql.epas.audit: trueを設定すると、次のパラメーターが強制されます。

edb_audit = csv

edb_audit_destination = file

edb_audit_directory = /controller/log

edb_audit_filename = edb_audit

edb_audit_rotation_day = none

edb_audit_rotation_seconds = 0

edb_audit_rotation_size = 0

edb_audit_tag =

edb_log_every_bulk_value = false

他のパラメーターは、通常どおり .spec.postgresql.parametersを介して渡すことができます。

監査 CSVログは、残りのすべてのログと同様に、JSONフォーマットで解析され、stdoutにルーティング
されます。

• .loggerを edb_auditに設定

• .msgを recordに設定 JSONオブジェクトとして解析されたレコード全体を含む .record

以下の例を参照してください。
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{

"level": "info",

"ts": 1624629110.7641866,

"logger": "edb_audit",

"msg": "record",

"record": {

"log_time": "2021-06-25 13:51:50.763 UTC",

"user_name": "postgres",

"database_name": "postgres",

"process_id": "68",

"connection_from": "[local]",

"session_id": "60d5df76.44",

"session_line_num": "5",

"process_status": "idle in transaction",

"session_start_time": "2021-06-25 13:51:50 UTC",

"virtual_transaction_id": "3/93",

"transaction_id": "1183",

"error_severity": "AUDIT",

"sql_state_code": "00000",

"message": "statement: GRANT EXECUTE ON function pg_catalog.pg_read_binary_

↪→file(text) TO \"streaming_replica\"",

"detail": "",

"hint": "",

"internal_query": "",

"internal_query_pos": "",

"context": "",

"query": "",

"query_pos": "",

"location": "",

"application_name": "",

"backend_type": "client backend",

"command_tag": "GRANT",

"audit_tag": "",

"type": "grant"

},

"logging_pod": "cluster-example-1",

}

レコードのフィールドの詳細については、 EDB Audit fileを参照してください。

ロギングの詳細については、 CloudNativePG documentationを参照してください。
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第9章 ‘EDB Postgres for Kubernetes Plugin’

Kubernetesの EDB Postgresは、Kubernetesでクラスターを管理するための kubectlのプラグインを提供し
ます。このプラグインは the CloudNativePG Pluginに基づいており、OpenShift環境で ocと連携できます。

9.1 機能
Kubernetesプラグインの EDB Postgresは、CloudNativePGプラグインと同じ機能にプラスて、以下を提供
します。

• OpenShift環境の ocで動作します。

• 管理できる

9.2 インストール
以下を使用して、システムにプラグインをインストールできます。

curl -sSfL \

https://github.com/EnterpriseDB/kubectl-cnp/raw/main/install.sh | \

sudo sh -s -- -b /usr/local/bin

9.2.1 サポートされているアーキテクチャ

Kubernetesプラグインの EDB Postgresは現在、次のオペレーティングシステムとアーキテクチャ向けにビ
ルドされています。

• Linux

• amd64

• アーム 5/6/7

• arm64

• s390x

• ppc64le

• macOS

https://cloudnative-pg.io/documentation/1.15.0/cnpg-plugin/
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• amd64

• arm64 Windows

• 386

• amd64

• アーム 5/6/7

• arm64

9.3 使用
プラグインをインストールしてデプロイしたら、次のように使用をスタートできます。

kubectl cnp <command> <args...>

9.3.1 ステータス

statusコマンドは、以下を含むクラスターの現在のステータスの概要を提供します。

• 一般情報：クラスターの名前、PostgreSQLのシステム ID、インスタンス、現在のタイムラインおよ
びWAL内の位置

• バックアップ：リカバリ可能ポイント、および以下によって返されるWALアーカイビングステータ
スプライマリからのプライマリビュー-またはレプリカクラスターの場合

• ストリーミングレプリケーション： pg_stat_replicationから直接取得した情報プライマリイン
スタンスのビュー

• instances：各 Postgresインスタンスに関する情報。各インスタンスが直接取得しますインスタンス
マネージャ;スタンバイの場合、 Current LSNフィールドは対応しますリカバリ中に再生された最
新のログ先行書き込みの場所（リプレイ LSN）。

重要: 上記のステータス情報は、異なる時間および異なる場所で取得されるため、戻り値がわずかに矛盾
します。例、メインヘッダーの Current Write LSN の場所は、2つの異なる時間間隔で取得されるため、イ
ンスタンスステータスの Current LSN フィールドと異なる場合があります。

kubectl cnp status sandbox

Cluster in healthy state

Name: sandbox

Namespace: default

System ID: 7039966298120953877

PostgreSQL Image: quay.io/enterprisedb/postgresql:14.2

(次のページに続く)
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Primary instance: sandbox-2

Instances: 3

Ready instances: 3

Current Write LSN: 3AF/EAFA6168 (Timeline: 8 - WAL File: 00000008000003AF00000075)

Continuous Backup status

First Point of Recoverability: Not Available

Working WAL archiving: OK

Last Archived WAL: 00000008000003AE00000079 @ 2021-12-14T10:16:29.

↪→340047Z

Last Failed WAL: -

Certificates Status

Certificate Name Expiration Date Days Left Until Expiration

- --------------- --------------- -------------------------

↪→-

cluster-example-ca 2022-05-05 15:02:42 +0000 UTC 87.23

cluster-example-replication 2022-05-05 15:02:42 +0000 UTC 87.23

cluster-example-server 2022-05-05 15:02:42 +0000 UTC 87.23

Streaming Replication status

Name Sent LSN Write LSN Flush LSN Replay LSN Write Lag ␣

↪→Flush Lag Replay Lag State Sync State Sync Priority

- --- -------- --------- --------- ---------- --------- -

↪→-------- ---------- ----- ---------- -------------

sandbox-1 3AF/EB0524F0 3AF/EB011760 3AF/EAFEDE50 3AF/EAFEDE50 00:00:00.004461 ␣

↪→00:00:00.007901 00:00:00.007901 streaming quorum 1

sandbox-3 3AF/EB0524F0 3AF/EB030B00 3AF/EB030B00 3AF/EB011760 00:00:00.000977 ␣

↪→00:00:00.004194 00:00:00.008252 streaming quorum 1

Instances status

Name Database Size Current LSN Replication role Status QoS Manager␣

↪→Version

- --- ------------- ----------- ---------------- ------ --- -------

↪→--------

sandbox-1 302 GB 3AF/E9FFFFE0 Standby (sync) OK Guaranteed 1.11.0

sandbox-2 302 GB 3AF/EAFA6168 Primary OK Guaranteed 1.11.0

sandbox-3 302 GB 3AF/EBAD5D18 Standby (sync) OK Guaranteed 1.11.0

また、 --verboseまたは単に -vを追加することで、より詳細なバージョンのステータスを取得すること
もできます

kubectl cnp status sandbox --verbose
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Cluster in healthy state

Name: sandbox

Namespace: default

System ID: 7039966298120953877

PostgreSQL Image: quay.io/enterprisedb/postgresql:14.2

Primary instance: sandbox-2

Instances: 3

Ready instances: 3

Current Write LSN: 3B1/61DE3158 (Timeline: 8 - WAL File: 00000008000003B100000030)

PostgreSQL Configuration

archive_command = /controller/manager wal-archive --log-destination /controller/log/

↪→postgres.json %p

archive_mode = on

archive_timeout = 5min

checkpoint_completion_target = 0.9

checkpoint_timeout = 900s

cluster_name = sandbox

dynamic_shared_memory_type = sysv

full_page_writes = on

hot_standby = true

jit = on

listen_addresses = *

log_autovacuum_min_duration = 1s

log_checkpoints = on

log_destination = csvlog

log_directory = /controller/log

log_filename = postgres

log_lock_waits = on

log_min_duration_statement = 1000

log_rotation_age = 0

log_rotation_size = 0

log_statement = ddl

log_temp_files = 1024

log_truncate_on_rotation = false

logging_collector = on

maintenance_work_mem = 2GB

max_connections = 1000

max_parallel_workers = 32

max_replication_slots = 32

max_wal_size = 15GB

max_worker_processes = 32

pg_stat_statements.max = 10000

pg_stat_statements.track = all

port = 5432

(次のページに続く)
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shared_buffers = 16GB

shared_memory_type = sysv

shared_preload_libraries = pg_stat_statements

ssl = on

ssl_ca_file = /controller/certificates/client-ca.crt

ssl_cert_file = /controller/certificates/server.crt

ssl_key_file = /controller/certificates/server.key

synchronous_standby_names = ANY 1 ("sandbox-1","sandbox-3")

unix_socket_directories = /controller/run

wal_keep_size = 512MB

wal_level = logical

wal_log_hints = on

cnp.config_sha256 = 3cfa683e23fe513afaee7c97b50ce0628e0cc634bca8b096517538a9a4428efc

PostgreSQL HBA Rules

# Grant local access

local all all peer map=local

# Require client certificate authentication for the streaming_replica user

hostssl postgres streaming_replica all cert

hostssl replication streaming_replica all cert

hostssl all cnp_pooler_pgbouncer all cert

# Otherwise use the default authentication method

host all all all scram-sha-256

Continuous Backup status

First Point of Recoverability: Not Available

Working WAL archiving: OK

Last Archived WAL: 00000008000003B00000001D @ 2021-12-14T10:20:42.

↪→272815Z

Last Failed WAL: -

Streaming Replication status

Name Sent LSN Write LSN Flush LSN Replay LSN Write Lag ␣

↪→Flush Lag Replay Lag State Sync State Sync Priority

- --- -------- --------- --------- ---------- --------- -

↪→-------- ---------- ----- ---------- -------------

sandbox-1 3B1/61E26448 3B1/61DF82F0 3B1/61DF82F0 3B1/61DF82F0 00:00:00.000333 ␣

↪→00:00:00.000333 00:00:00.005484 streaming quorum 1

sandbox-3 3B1/61E26448 3B1/61E26448 3B1/61DF82F0 3B1/61DF82F0 00:00:00.000756 ␣

↪→00:00:00.000756 00:00:00.000756 streaming quorum 1

Instances status
(次のページに続く)
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Name Database Size Current LSN Replication role Status QoS Manager␣

↪→Version

- --- ------------- ----------- ---------------- ------ --- -------

↪→--------

sandbox-1 3B1/610204B8 Standby (sync) OK Guaranteed 1.11.0

sandbox-2 3B1/61DE3158 Primary OK Guaranteed 1.11.0

sandbox-3 3B1/62618470 Standby (sync) OK Guaranteed 1.11.0

このコマンドは、 yamlおよび jsonフォーマットの出力もサポートしています。

9.3.2 プロモート

このコマンドの意味は、クラスター内のポッドをプライマリに promoteすることです。したがって、メン
テナンス作業をスタートしたり、クラスターのスイッチオーバシチュエーションをテストしたりできます。

kubectl cnp promote cluster-example cluster-example-2

または、インスタンスノード番号を使用してプロモートさせることができます

kubectl cnp promote cluster-example 2

9.3.3 証明書

EDB Postgres for Kubernetes演算子を使用して作成されたクラスターは、CAと連携して TLS認証証明書に
署名します。

証明書を取得するには、資格情報を保存するシークレットの名前、クラスター名前、およびこの証明書の
ユーザを指定する必要があります

kubectl cnp certificate cluster-cert --cnp-cluster cluster-example --cnp-user appuser

Secreteが作成されたら、 kubectlを使用して取得できます

kubectl get secret cluster-cert

また、次のコマンドを使用したプレインテキストでの同じコンテンツ：

kubectl get secret cluster-cert -o json | jq -r .data | map(@base64d) | .[]
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9.3.4 再起動

kubectl cnp restartコマンドは、次の 2つの場合に使用できます。

• 演算子にロールアウトのリスタートを調整するよう要求する特定のクラスターに対して。これは適
用するのに便利です ConfigMapなどのクラスター依存オブジェクトの構成変更カスタムモニタリン
グクエリを含む。

• 単一インスタンスのリスタートを要求します。インスタンスがクラスターのプライマリまたはポッ
ドの削除と再作成それはレプリカです。

# this command will restart a whole cluster in a rollout fashion

kubectl cnp restart [clusterName]

# this command will restart a single instance, according to the policy above

kubectl cnp restart [clusterName] [pod]

インプレースリスタートが要求されているが、スイッチオーバーなしでは変更を適用できない場合、スイッ
チオーバーはインプレースリスタートよりも優先されます。これの一般的なケースは、PostgreSQLイメー
ジのマイナーアップグレードです。

注釈: ConfigMaps と Secrets をインスタンスによって**自動的に**リロードする場合、
k8s.enterprisedb.io/reload キーを持つ labelを追加できます。

9.3.5 リロード

kubectl cnp reloadコマンドは、特定のクラスターの調整ループをトリガーするよう演算子に要求しま
す。これは、カスタムモニタリングクエリを含む ConfigMapなど、クラスターに依存するオブジェクトに
構成の変更を適用するのに役立ちます。

次のコマンドは、特定のクラスターのすべての構成をリロードします。

kubectl cnp reload [cluster_name]

9.3.6 メンテナンス

kubectl cnp maintenanceコマンドは、ネームスペース全体で 1つ以上のクラスターを変更し、メンテ
ナンスウィンドウの値を設定するのに役立ちます。次のフィールドが変更されます。

• .spec.nodeMaintenanceWindow.inProgress

• .spec.nodeMaintenanceWindow.reusePVC

これを引数 setおよび unsetとして受け入れ、 setの場合は inProgressを trueに、 unsetの場合は
falseに設定します。
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デフォルトでは、 --reusePVCフラグが渡されない限り、 reusePVCは常に falseに設定されます。

プラグインは、変更するクラスターのリストとそれらの新しい値の確認を求めます。これが受け入れられ
ると、このアクションはリスト内のすべてのクラスターに適用されます。

Kubernetesクラスター内のすべての PostgreSQLをメンテナンスで設定する場合は、次のコマンドを記述す
る必要があります。

kubectl cnp maintenance set --all-namespaces

そして、更新するすべてのクラスターのリストがあります

The following are the new values for the clusters

Namespace Cluster Name Maintenance reusePVC

- -------- ------------ ----------- --------

default cluster-example true false

default pg-backup true false

test cluster-example true false

Do you want to proceed? [y/n]: y

9.3.7 レポート

kubectl cnp reportコマンドは、さまざまな情報を ZIPファイルにバンドルします。稼動環境のクラス
ターの問題をデバッグするために必要なコンテキストを提供することを目的としています。

operatorと clusterの 2つのサブコマンドがあります。

9.3.8 レポート演算子

operatorサブコマンドは、演算子のデプロイメント、構成、およびイベントに関する情報を提供するよう
演算子に要求します。

重要: Secretsおよび ConfigMapsのすべての機密情報は編集済みです。データマップには** keys **が表示
されますが、値は空になります。フラグ -S / --stopRedactionは、リダクションを無効にし、値を表示しま
す。ご自身のリスクでのみ使用してください。これはプライベートデータを共有します。

注釈: デフォルトでは、演算子ログは収集されませんが、 --logsフラグを使用して演算子ログ収集を有効
にできます

• デプロイメント情報：演算子のデプロイメントと演算子のポッド

• 構成：演算子名前空間の秘密と構成マップ

• イベント：演算子名前空間のイベント
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• webhook設定：webhook設定の変更と検証

• webhookサービス：webhookサービス

• logs：JSON-linesフォーマットの演算子 Pod（オプショナル、デフォルトではオフ）のログ

このコマンドは、YAMLフォーマットのさまざまなマニフェストを含む ZIPファイルを生成します（デフォ
ルトでは、ただし-oフラグを使用して JSONに設定可能）。 -fフラグを使用して、結果ファイルに明示的
に名前を付けます。 -fフラグを使用しない場合、デフォルトのタイムスタンプ付きファイル名が zipファ
イル用に作成されます。

kubectl cnp report operator

結果として

Successfully written report to "report_operator_<TIMESTAMP>.zip" (format: "yaml")

-fフラグセットている場合：

kubectl cnp report operator -f reportRedacted.zip

ファイルを解凍すると、タイムスタンプ付きの最上位フォルダーが作成され、ディレクトリが整理されます。

unzip reportRedacted.zip

結果として：

Archive: reportRedacted.zip

creating: report_operator_<TIMESTAMP>/

creating: report_operator_<TIMESTAMP>/manifests/

inflating: report_operator_<TIMESTAMP>/manifests/deployment.yaml

inflating: report_operator_<TIMESTAMP>/manifests/operator-pod.yaml

inflating: report_operator_<TIMESTAMP>/manifests/events.yaml

inflating: report_operator_<TIMESTAMP>/manifests/validating-webhook-configuration.

↪→yaml

inflating: report_operator_<TIMESTAMP>/manifests/mutating-webhook-configuration.yaml

inflating: report_operator_<TIMESTAMP>/manifests/webhook-service.yaml

inflating: report_operator_<TIMESTAMP>/manifests/postgresql-operator-ca-secret.yaml

inflating: report_operator_<TIMESTAMP>/manifests/postgresql-operator-webhook-cert.

↪→yaml

機密情報が編集されていることを確認できます。

cd report_operator_<TIMESTAMP>/manifests/

head postgresql-operator-ca-secret.yaml

data:

ca.crt: ""

ca.key: ""

(次のページに続く)
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metadata:

creationTimestamp: "2022-03-22T10:42:28Z"

managedFields:

- apiVersion: v1

fieldsType: FieldsV1

fieldsV1:

-S（ --stopRedaction）オプションをアクティブにすると、秘密が表示されます：

kubectl cnp report operator -f reportNonRedacted.zip -S

機密情報をビューしようとしていることを通知します。

WARNING: secret Redaction is OFF. Use it with caution

Successfully written report to "reportNonRedacted.zip" (format: "yaml")

unzip reportNonRedacted.zip

head postgresql-operator-ca-secret.yaml

data:

ca.crt: LS0tLS1CRUdJTiBD…
ca.key: LS0tLS1CRUdJTiBF…

metadata:

creationTimestamp: "2022-03-22T10:42:28Z"

managedFields:

- apiVersion: v1

fieldsType: FieldsV1

9.3.9 レポートクラスター

clusterサブコマンドは次を収集します。

• クラスターリソース：クラスター情報、kubectl get cluster -o yamlと同じ

• クラスターポッド：クラスター名にマッチングするクラスター名前空間のポッド

• クラスタージョブ：クラスター名とマッチングするクラスター名前空間にジョブがある場合は、ジョブ

• イベント：クラスター名前空間のイベント

• podlogs：JSON-linesフォーマットのクラスターポッド（オプショナル、デフォルトではオフ）のログ

• ジョブブログ：ジョブによって作成されたポッドのログ（オプショナル、デフォルトではオフ）JSON
フォーマット

clusterサブコマンドは、operatorが行うように、-fおよび-oフラグを受け入れます。 -fフラグを使
用しない場合、デフォルトのタイムスタンプ付きレポート名前が使用されます。無効です。
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注釈: デフォルトでは、クラスターログは収集されませんが、 --logsフラグを使用してクラスターログの
収集を有効にできます

使用法：

kubectl-cnp report cluster [clusterName] -f <filename.zip> [flags]

operatorサブコマンドとは異なり、 clusterサブコマンドでは、クラスターがデフォルトの名前にない
限り、クラスター名前と名前空間を指定する必要があることに注意してください。

kubectl cnp report cluster cluster-example-full -f report.zip -n example2

そして：

unzip report.zip

Archive: report.zip

creating: report_cluster_<TIMESTAMP>/

creating: report_cluster_<TIMESTAMP>/manifests/

inflating: report_cluster_<TIMESTAMP>/manifests/cluster.yaml

inflating: report_cluster_<TIMESTAMP>/manifests/cluster-pods.yaml

inflating: report_cluster_<TIMESTAMP>/manifests/cluster-jobs.yaml

inflating: report_cluster_<TIMESTAMP>/manifests/events.yaml

--logsフラグを使用して、ポッドとジョブのログを ZIPに追加できることに注意してください。

kubectl cnp report cluster cluster-example-full -n example2 --logs

結果として：

Successfully written report to "report_cluster_<TIMESTAMP>.zip" (format: "yaml")

unzip report_cluster_<TIMESTAMP>.zip

Archive: report_cluster_<TIMESTAMP>.zip

creating: report_cluster_<TIMESTAMP>/

creating: report_cluster_<TIMESTAMP>/manifests/

inflating: report_cluster_<TIMESTAMP>/manifests/cluster.yaml

inflating: report_cluster_<TIMESTAMP>/manifests/cluster-pods.yaml

inflating: report_cluster_<TIMESTAMP>/manifests/cluster-jobs.yaml

inflating: report_cluster_<TIMESTAMP>/manifests/events.yaml

creating: report_cluster_<TIMESTAMP>/logs/

inflating: report_cluster_<TIMESTAMP>/logs/cluster-example-full-1.jsonl

creating: report_cluster_<TIMESTAMP>/job-logs/

(次のページに続く)
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inflating: report_cluster_<TIMESTAMP>/job-logs/cluster-example-full-1-initdb-qnnvw.

↪→jsonl

inflating: report_cluster_<TIMESTAMP>/job-logs/cluster-example-full-2-join-tvj8r.

↪→jsonl
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第10章 ‘Red Hat OpenShift’

Kubernetesの EDB Postgresは Red Hat OpenShift Container Platform (OCP) version 4.xでの実行が認定され
ており、 Red Hat Catalogから直接入手できます。

このセクションの目標は、組織のセキュリティおよびアクセス制御ポリシーに基づいて、Kubernetes用の
EDB Postgresの最適なインストールメソッドを決定するのをヘルプすることです。

Kubernetesの EDB Postgresは、次の方法でインストールおよび管理できます。

• OpenShift web console

• ocと呼ばれる OpenShift command-line interface (CLI)、フルコントロール

Kubernetesの EDB Postgresは、OpenShiftで定義されているすべての利用可能なインストールモードをサ
ポートしています。

• すべてのネームスペースでのクラスタ全体

• ローカル、単一の名前空間

• local、マルチプルのネームスペースを監視します（ローカルを使用した場合のみ使用可能）

注釈: プロジェクトは、注釈が追加された Kubernetes名前空間であり、通常のユーザーのリソースへのア
クセスを管理する中心的な手段です。

ほとんどの場合、Kubernetesisの EDB Postgresのデフォルトのクラスタ全体のインストールは、PostgreSQL
クラスターの中央管理または委任管理（RBAC定義に従って特定のユーザー/プロジェクトに制限されま
す-以下の OpenShiftの重要な概念およびユーザーと権限を参照）を推奨します。

重要: インストールとアップグレードの両方のプロセスでは、 cluster-admin権限を持つアカウントを使用
して OpenShift Container Platformクラスターにアクセスする必要があります。 Default cluster roles から、
cluster-adminは* "任意のプロジェクトで任意のアクションを実行できるスーパーユーザーです。ローカル
バインディングでユーザにバインドされると、プロジェクト内のすべてのリソースに対するクォータとす
べてのアクションを完全に制御できます*"。

https://www.openshift.com/products/container-platform
https://catalog.redhat.com/software/operators/detail/5fb41c88abd2a6f7dbe1b37b
https://docs.openshift.com/container-platform/4.9/authentication/using-rbac.html#default-roles_using-rbac
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10.1 OpenShiftの重要な概念
Kubernetes向けの EDB Postgres演算子が OpenShift環境にどのように適合するかを理解するには、以下の
Kubernetes関連のトピックに精通する必要があります。

• オペレーター

• 認証

• 役割ベースのアクセス制御（RBAC）による承認

• サービスアカウントとユーザー

• ルール、ロール、およびバインディング

• プロジェクトを通じたクラスター RBACとローカル RBAC

これは、演算子のデフォルトのクラスタ全体のインストールに必要な高い権限に満足できない場合に特に
当てはまります。

また、クラスターの役割、ローカルの役割、クラスターのロールのバインディング、ローカルのロールのバイ
ンディング、ユーザー、グループ、およびサービスアカウント間の関係を明確に示しているため、OpenShift
の文書から以下の図を選択しました。

The 事前定義された RBAC オブジェクト below contains important information about how EDB Postgres for
Kubernetes adheres to Kubernetes and OpenShift RBAC implementation, covering default installed cluster roles,
roles, service accounts.
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上記の概念に精通している場合は、選択したインストールメソッドに直接進むことができます。そうでな
い場合は、OpenShiftの文書と Red Hatブログから入手した以下のリソースを読むことをお勧めします。

• Operator Lifecycle Manager (OLM) concepts and resources

• Understanding authentication

• Role-based access control (RBAC)、

承認のためのルール、ロール、バインディング、およびプロジェクトを介したクラスター RBAC
とローカル RBACのカバー

• Default project service accounts and roles

• With Kubernetes Operators comes great responsibility

10.1.1 クラスターサービスバージョン（CSV）

技術的には、演算子は、EDBによって定義されたクラスターサービスバージョン（CSV）に従って、Oper-
atorLifecycle Manager（OLM）を介して EDBで実行するように設計されています。

CSVは、ユーザインターフェイス（Webダッシュボードから利用可能）だけでなく、オペレーターが必要とす
る RBACルールと、演算子が定義および所有するカスタムリソース（例、Clusterなど）も定義するYAML
マニフェストです。CSVは、演算子で使用可能な installModesも定義します。つまり、AllNamespaces
（クラスタ全体）、SingleNamespace（単一プロジェクト）、MultiNamespace（マルチプロジェクト）、お
よび OwnNamespaceです。

10.1.2 マルチテナント管理の制限

Red Hat OpenShift Container Platformは、単一クラスターに異なるバリエーションの演算子を同時にインス
トールするための限定的なサポートを提供します。他の演算子と同様に、EDB Postgres for Kubernetesはコ
ントロールプレーンの拡張になります。コントロールプレーンは OpenShiftクラスターのすべてのテナン
ト（プロジェクト）で共有されるため、オペレーターもマルチテナント環境で共有リソースになります。

Operator Lifecycle Manager（OLM）は、異なる名前空間にマルチプル回オペレーターをインストールできま
すが、1つの重要な制限があります：すべて同じ演算子の同じ APIバージョンを共有する必要があります。

詳細については、OpenShift文書の Operator groupsを参照してください。

10.2 Webコンソールからのインストール
Kubernetes向けの EDB Postgres演算子は、OpenShiftダッシュボードから直接 Red Hat OperatorHubで見つ
けることができます。

1. Webコンソールで Operators -> OperatorHubページに移動します。

2. Databaseセクションをスクロールするか、Filter by keywordボックスにキーワード（この場合は
「PostgreSQL」）を入力して Kubernetesオペレーターの EDB Postgresを見つけ、それを選択します。
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https://docs.openshift.com/container-platform/4.9/operators/understanding/olm/olm-understanding-olm.html
https://docs.openshift.com/container-platform/4.9/authentication/understanding-authentication.html
https://docs.openshift.com/container-platform/4.9/authentication/using-rbac.html
https://docs.openshift.com/container-platform/4.9/authentication/using-service-accounts-in-applications.html#default-service-accounts-and-roles_using-service-accounts
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図 1: Menu OperatorHub
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図 2: Install OperatorHub
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3.オペレーターに関する情報を読み、 Installを選択します。

4.次の Operator installationページでは、選択することを想定しています。

• インストールモード： クラスター全体のインストール または single namespace インストール-更新
チャネル：現在安定（stable）のみが利用可能-Red Hatによって認定された演算子の新しいリリース
の市場での入手可能性に続く承認戦略：- Automatic：OLMが自動的にアップグレード新しいバー
ジョンの実行中の演算子- Manual：OpenShiftは、 Installed Operatorsセクションでの承認を要
求することにより、人間の介入を待機します

重要: 演算子のアップグレードのプロセスは 'Installation and upgrades'で説明されています。

重要: 同じクラスター内の単一プロジェクト（技術的には OwnNamespaceインストールモード）に演算子
をマルチプル回インストールすることが可能です。 APIが同じである限り、アップグレードポリシーが異
なるすべてのネームスペースに演算子がインストールされます（マルチテナント管理の制限を参照）。

演算子のクラスタ全体でのインストールとローカルでのインストールを選択することが重要な転換点です。
既存のローカルインストールで演算子をグローバルにインストールしようとすると、以下のエラーがスロー
され、ブロックされます。続行する場合は、最初に演算子のローカルインストールをすべて削除する必要
があります。

図 3: Install failing
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10.2.1 クラスター全体のインストール

クラスタ全体のインストールでは、OpenShiftにデフォルトの openshift-operators名前空間に theOperator
をインストールし、クラスター内のすべてのプロジェクトで使用できるようにmake求めています。これは
デフォルトであり、Kubernetes用 EDB Postgresをインストールするための通常推奨されるアプローチです。

警告: これは、OpenShiftクラスター内のすべてのユーザが Cloud Native PostgreSQL Operatorを使用
したり、 Cluster オブジェクトをデプロイしたり、独自のネームスペースで実行されている Cluster オ
ブジェクトを見たりできることを意味しません。 Kubernetes の管理されたカスタムリソース（主に
Cluster ロール）の EDB Postgresと対話オーダーに、ユーザーがネームスペースで必要とする特別な
ロールがいくつかあります。詳細については、ユーザーと権限を参照してください。

Webコンソールから、 All namespaces on the cluster (default) as Installation mode を選択し
ます。

図 4: Install all namespaces

その結果、演算子はすべての名前空間で可視されます。それ以外の場合、他の OpenShift演算子と同様に、
問題を報告している Workloads → Podsページの openshift-operators projectにあるポッドのログを
確認して、さらにトラブルシューティングを行います。

10.2.2 単一プロジェクトのインストール

単一プロジェクトのインストールでは、OpenShiftに指定されたネームスペースに theOperatorをインストー
ルし、そのプロジェクトでのみ使用可能に makeに要求しています。

警告: これは、ネームスペース内のすべてのユーザが Cloud Native PostgreSQL Operatorを使用したり、
Cluster オブジェクトをデプロイしたり、ネームスペースで実行されている Cluster オブジェクトを見
ることもできるという意味ではありません。クラスタ全体のインストールモードと同様に、Kubernetes
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の管理されたカスタムリソース（主に Cluster の 1つ）の EDB Postgresと対話オーダーに、ユーザー
がネームスペースで持つ必要がある特別なロールがいくつかあります。詳細については、ユーザーと
権限を参照してください。

Webコンソールから、A specific namespace on the cluster as Installation modeを選択し、ター
ゲットの名前空間を選択します（この例では、ed proj-dev）。

図 5: Install one namespace

その結果、演算子は選択した名前空間でのみ可視されます。これは、Installed operatorsページから確
認できます。

図 6: Install one namespace list

問題が発生した場合は、Workloads → Podsページから、問題を報告している選択したインストールネー
ムスペース内のすべてのポッドのログを確認して、さらにトラブルシューティングを行います。

このインストールプロセスは、同じ OpenShiftクラスター内のマルチプルのネームスペースで繰り返すこ
とができ、異なるプロジェクトの演算子の独立したインストールを可能にします。この場合、makeマルチ
テナント管理の制限を読んでください。
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10.3 oc CLIを介したインストール

重要: ocコマンドラインインタフェースのインストール方法については、OpenShift CLI（ `oc）のインス
トール<OpenShift CLI（ oc）のインストール>`を参照してください。

OpenShift Container Platform Webコンソールを使用する代わりに、OperatorHubから Kubernetes Operator
用の EDB Postgresをインストールし、 ocコマンドラインインタフェースを使用してサブスクリプション
を作成できます。oc CLIを使用して、すべての名前空間、単一の名前空間、または複数の名前空間に演算
子をインストールできます。

警告: OpenShiftは現在、複数のネームスペースのインストールをサポートしています。ただし、definition
of multiple target namespaces for an operator may be removed in future versions of OpenShift。

このセクションでは、主に、OperatorGroupおよび a Subscriptionオブジェクトを作成することにより、
複数のプロジェクトに演算子をシンプル例でインストールする方法を説明します。

注釈: この例では、演算子をmy-operators名前空間にインストールし、web-staging、web-prod、bi-staging
、および make名前空間でのみ使用できるようにします。フリーにプロジェクトの名前を変更したり、名
前空間を追加/削除したりできます。

1. cloud-native-postgresql演算子が OperatorHubから利用できることを確認します。

oc get packagemanifests -n openshift-marketplace cloud-native-postgresql

2.演算子を調べて、インストールモード（特に MultiNamespace）と使用可能なチャネルを確認します。

oc describe packagemanifests -n openshift-marketplace cloud-native-postgresql

3. web-staging 、 web-prod 、 bi-staging 、および bi-prod 名前空間を対象とするように、
my-operators名前空間に OperatorGroupオブジェクトを作成します。

apiVersion: operators.coreos.com/v1

kind: OperatorGroup

metadata:

name: cloud-native-postgresql

namespace: my-operators

spec:

targetNamespaces:

- web-staging

- web-prod

- bi-staging

- bi-prod
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重要: または、 Target namespace selectionで説明されているように、labelセレクターを使用して名前空間
をリストすることもできます。

4. openshift-marketplace の certified-operators ソ ー ス で 使 用 可 能 な
cloud-native-postgresql演算子の stableチャネルにサブスクライブするために、my-operators

名前空間に Subscriptionオブジェクトを作成します（以前に手順 1および 2で見つけたように）。

apiVersion: operators.coreos.com/v1alpha1

kind: Subscription

metadata:

name: cloud-native-postgresql

namespace: my-operators

spec:

channel: stable

name: cloud-native-postgresql

source: certified-operators

sourceNamespace: openshift-marketplace

5. OperatorGroupおよび Subscriptionオブジェクトの上記の YAMLファイル定義で oc apply -f

を使用します。

このセクションで説明するメソッドは、Kubernetesの事前定義された ClusterRole sの EDB Postgresを選
択したネームスペースの特定のユーザーにマッピングできるため、適切な RoleBindingオブジェクトと組
み合わせて非常に強力です。

注釈: 上記の手順は、単一プロジェクトのバインドにも使用できます。唯一の違いは、指定されたターゲッ
ト名前空間の数（1つ）と、場合によっては演算子グループの名前空間（理想的には、ターゲット名前空間
と同じ）です。

上記のオペレーションの結果は、下のイメージに示すように、Webコンソールから確認することもできます。

10.3.1 ocを使用したクラスター全体のインストール

必要に応じて、 oc を使用して演算子をグローバルにインストールすることもできます。
openshift-operators 名前空間で global-operators と呼ばれるデフォルトの OperatorGroup を
利用し、同じ名前空間で cloud-native-postgresql演算子の新しい Subscriptionオブジェクトを作成
します：

apiVersion: operators.coreos.com/v1alpha1

kind: Subscription

metadata:

name: cloud-native-postgresql

namespace: openshift-operators

(次のページに続く)
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図 7: Multi namespace installation displayed in the web console

(前のページからの続き)

spec:

channel: stable

name: cloud-native-postgresql

source: certified-operators

sourceNamespace: openshift-marketplace

上記の YAMLファイルを使用して oc apply -fを実行すると、すべてのネームスペースで演算子が使用
可能になります。

10.3.2 OpenShift CLI（ oc）のインストール

ocコマンドは、OpenShiftコマンドラインインタフェース（CLI）を表します。システムにインストールす
ることを強くお勧めします。以下に、OpenShiftダッシュボードから ocをインストールするための基本的
な手順を示します。

まず、ダッシュボードの右上隅にあるマークを選択します。

図 8: Command Line Tools menu
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次に、オペレーティングシステムとアーキテクチャの観点からニーズに合ったバイナリをダウンロードし
て、指示に従ってください。

図 9: Command Line Tools

10.4 事前定義されたRBACオブジェクト
EDB Postgres for Kubernetesには、RBACポリシーの構成に関して重要なロール事前定義されたリソースの
セットが付属しています。

10.4.1 カスタムリソース定義（CRD）

Kubernetesの EDB Postgres演算子は、次のカスタムリソース定義（CRD）を所有しています。

• Backup

• Cluster

• Pooler

• ScheduledBackup

これを確認するには、次を実行します。
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oc get customresourcedefinitions.apiextensions.k8s.io | grep postgresql

次のような結果が返されます。

backups.postgresql.k8s.enterprisedb.io 20YY-MM-DDTHH:MM:SSZ

clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.io 20YY-MM-DDTHH:MM:SSZ

poolers.postgresql.k8s.enterprisedb.io 20YY-MM-DDTHH:MM:SSZ

scheduledbackups.postgresql.k8s.enterprisedb.io 20YY-MM-DDTHH:MM:SSZ

10.4.2 サービスアカウント

演算子がインストールされているネームスペース（デフォルトでは b）には、次の定義済みのサービスア
カウントが含まれています：builder、 default、 deployer、および最も重要なのは、CSVによって管
理されている

重要: Kubernetesのサービスアカウントは名前空間付きのリソースです。明示的に許可されない限り、定
義された名前空間の外部ではサービスアカウントにアクセスできません。

これを確認するには、次を実行します。

oc get serviceaccounts -n openshift-operators

次のような結果が返されます。

NAME SECRETS AGE

builder 2 ...

default 2 ...

deployer 2 ...

postgresql-operator-manager 2 ...

defaultサービスアカウントはKubernetesによって自動的に作成され、すべてのネームスペースに存在しま
す。builderおよび deployerサービスアカウントは、OpenShiftによって自動的に作成されます（ Default
project service accounts and rolesを参照）。

postgresql-operator-managerサービスアカウントは、CloudNative PostgreSQL演算子が PostgreSQLク
ラスターの管理において Kubernetes / OpenShiftコントロールプレーンのパートとして使用するために使用
するアカウントです。

重要: postgresql-operator-manager ServiceAccountを削除しないでください。削除すると、演算子の作業が
停止する可能性があります。
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10.4.3 クラスターの役割

Operator Licecycle Manager（OLM）は一連の clusterroleオブジェクトを自動的に作成して、ロールバイン
ドの定義と RBACポリシーの詳細な実装を促進します。Kubernetesの EDB Postgresのパートであるカスタ
ム ResourceDefinitionsに適用されるルールを持つクラスターロールと、より広い Kubernetes / OpenShiftレ
ルムの一部であるクラスターロールがあります。

10.4.4 Kubernetes CRDの EDB Postgresのクラスターロール

every CRD owned by EDB Postgres for Kubernetes's CSVの場合、OLMは、顧客向けのユーザー
およびサービスアカウントが使用できる事前定義されたクラスターロールをいくつかデプロイ
します。特に：

• リソースの完全な管理のためのロール（ adminサフィックス）

• リソースを編集するロール（ editサフィックス）

• リソースをビューするロール（ viewサフィックス）

• 実際の CRDをビューするロール（ crdviewサフィックス）

重要: クラスターロール自体はセキュリティの脅威ではありません。これらは、OpenShiftで、特定のプロ
ジェクトの実際のユーザーまたはグローバルに後で「バインド」されるロールのテンプレートを定義するた
めの推奨される方法です。実際、クラスターロールは、グローバルアクセス許可の場合は ClusterRoleBinding
オブジェクトと、ローカルアクセス許可の場合は RoleBindingオブジェクトと組み合わせて使用できます。
これにより、ローカルロールを介して個々のプロジェクト内でカスタマイズを可能にしながら、マルチプ
ルのプロジェクトでクラスターロールを再利用できます。

以下を実行することにより、事前定義されたクラスターの役割のリストを確認できます。

oc get clusterroles | grep postgresql

次のような結果が返されます。

backups.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-admin YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

backups.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-crdview YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

backups.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-edit YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

backups.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-view YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

cloud-native-postgresql.VERSION-HASH YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-admin YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-crdview YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-edit YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-view YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

poolers.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-admin YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

poolers.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-crdview YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

poolers.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-edit YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

(次のページに続く)
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poolers.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-view YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

scheduledbackups.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-admin YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

scheduledbackups.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-crdview YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

scheduledbackups.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-edit YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

scheduledbackups.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-view YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ

getコマンドを使用して、他の Kubernetesリソースとしての実際のロールを検査できます。例：

oc get -o yaml clusterrole clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-admin

以下の関連するスキミングされた出力を見ると、clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-admin
クラスターロールが、 postgresql.k8s.enterprisedb.io APIグループによって定義された clusterリ
ソースのすべてを有効にしていることがわかります。

apiVersion: rbac.authorization.k8s.io/v1

kind: ClusterRole

metadata:

name: clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-admin

rules:

- apiGroups:

- postgresql.k8s.enterprisedb.io

resources:

- clusters

verbs:

- *

10.4.5 Kubernetes CRDのクラスターロール

Subscription オブジェクトを特定の名前空間（オペレーターのクラスタ全体のインストー
ルの場合は eg openshift-operators ）にインストールすると、OLM は、演算子が使用する
postgresql-operator-managerサービスアカウントに権限を付与するために使用されるクラスターロー
ルも作成し演算子。このクラスターロールの名前は、インストールされているオペレーターのバージョン
とインストールの時間に依存するため、異なります。

次のコマンドを実行して取得できます。

oc get clusterrole --selector=olm.owner.kind=ClusterServiceVersion

次に、上記のクエリー（ cloud-native-postgresql.VERSION-HASHの形式である必要があります）によっ
て返された名前を使用して、describeコマンドでルール、リソース、および動詞を確認できます。

oc describe clusterrole cloud-native-postgresql.VERSION-HASH
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Name: cloud-native-postgresql.VERSION.HASH

Labels: olm.owner=cloud-native-postgresql.VERSION

olm.owner.kind=ClusterServiceVersion

olm.owner.namespace=openshift-operators

operators.coreos.com/cloud-native-postgresql.openshift-operators=

Annotations: <none>

PolicyRule:

Resources Non-Resource URLs ␣

↪→Resource Names Verbs

--------- ----------------- ---

↪→----------- -----

configmaps [] []

[create delete get list patch update watch]

secrets [] []

[create delete get list patch update watch]

services [] []

[create delete get list patch update watch]

deployments.apps [] []

[create delete get list patch update watch]

poddisruptionbudgets.policy [] []

[create delete get list patch update watch]

backups.postgresql.k8s.enterprisedb.io [] []

[create delete get list patch update watch]

clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.io [] []

[create delete get list patch update watch]

poolers.postgresql.k8s.enterprisedb.io [] []

[create delete get list patch update watch]

scheduledbackups.postgresql.k8s.enterprisedb.io [] []

[create delete get list patch update watch]

persistentvolumeclaims [] []

[create delete get list patch watch]

pods/exec [] []

[create delete get list patch watch]

pods [] []

[create delete get list patch watch]

jobs.batch [] []

[create delete get list patch watch]

podmonitors.monitoring.coreos.com [] []

[create delete get list patch watch]

serviceaccounts [] []

[create get list patch update watch]

rolebindings.rbac.authorization.k8s.io [] []

[create get list patch update watch]

roles.rbac.authorization.k8s.io [] []

[create get list patch update watch]

(次のページに続く)
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leases.coordination.k8s.io [] []

[create get update]

events [] []

[create patch]

mutatingwebhookconfigurations.admissionregistration.k8s.io [] []

[get list update]

validatingwebhookconfigurations.admissionregistration.k8s.io [] []

[get list update]

customresourcedefinitions.apiextensions.k8s.io [] []

[get list update]

namespaces [] []

[get list watch]

nodes [] []

[get list watch]

clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.io/status [] []

[get patch update watch]

poolers.postgresql.k8s.enterprisedb.io/status [] []

[get patch update watch]

configmaps/status [] []

[get patch update]

secrets/status [] []

[get patch update]

backups.postgresql.k8s.enterprisedb.io/status [] []

[get patch update]

scheduledbackups.postgresql.k8s.enterprisedb.io/status [] []

[get patch update]

pods/status [] []

[get]

clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.io/finalizers [] []

[update]

poolers.postgresql.k8s.enterprisedb.io/finalizers [] []

[update]

重要: 上記の権限は、オペレーターのサービスアカウントが Kubernetes APIサーバーと対話するためにの
み予約れています。 Cluster 、 Pooler 、 Backup、および ScheduledBackupリソースとのみ対話する演算子
のユーザーは、直接アクセスできません（ Kubernetes CRDの EDB Postgresのクラスターロールを参照）。

演算子は宣言的方法で PostgreSQLの管理に関連する多くの操作を自動化します。そうでなければ、マニュ
アルで命令的な介入が必要になります。このような操作には、RBAC（サービスアカウントなど）、ポッド
（セキュリティコンテキストコンストレインなど）、および Postgreslevels（TLS証明書など）のセキュリティ
関連事項も含まれます。

演算子がこれらの高い権限をニーズとする理由の詳細については、 Security / Cluster / RBACを参照してく
ださい。
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10.5 ユーザーと権限
Kubernetes演算子用の EDB Postgresを使用する非常に一般的な方法は、cluster-adminロールに依存し、
リソースを一元管理することです。

または、他の演算子またはリソースと同様に、Kubernetes / OpenShiftによって利用可能になった RBACフ
レームワークを使用できます。

例、他のクラウドネイティブアプリケーションと同様に、clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.

io-v1-adminクラスターロールを特定の名前空間の特定のグループまたはユーザーにバインドすることに
興味があるかもしれません。次の例は、そのクラスターロールを the web-prodプロジェクトの特定のユー
ザにバインドします。

kind: RoleBinding

apiVersion: rbac.authorization.k8s.io/v1

metadata:

name: web-prod-admin

namespace: web-prod

subjects:

- kind: User

apiGroup: rbac.authorization.k8s.io

name: mario@cioni.org

roleRef:

apiGroup: rbac.authorization.k8s.io

kind: ClusterRole

name: clusters.postgresql.k8s.enterprisedb.io-v1-admin

同じプロセスは、他の事前定義された ClusterRoleで繰り返すことができます。

一方、クラスターロールを使用しない場合は、次の例のように特定の名前空間ロールを作成できます。

apiVersion: rbac.authorization.k8s.io/v1

kind: Role

metadata:

name: web-prod-view

namespace: web-prod

rules:

- apiGroups:

- postgresql.k8s.enterprisedb.io

resources:

- clusters

verbs:

- get

- list

- watch

次に、このロールを特定のユーザに割り当てます。
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apiVersion: rbac.authorization.k8s.io/v1

kind: RoleBinding

metadata:

name: web-prod-view

namespace: web-prod

roleRef:

apiGroup: rbac.authorization.k8s.io

kind: Role

name: web-prod-view

subjects:

- apiGroup: rbac.authorization.k8s.io

kind: User

name: web-prod-developer1

この最後の例では、そのネームスペース（ web-prod ）の演算子が管理するすべてのリソース管理権限
（ verbsは *と等しい）を持つロールを作成します。

apiVersion: rbac.authorization.k8s.io/v1

kind: Role

metadata:

name: web-prod-admin

namespace: web-prod

rules:

- apiGroups:

- postgresql.k8s.enterprisedb.io

resources:

- clusters

- backups

- scheduledbackups

- poolers

verbs:

- *

10.6 プーラーイメージのカスタマイズ
デフォルトでは、 Pooler リソースは、quay.io/enterprisedb/pgbouncer イメージで実行される
pgbouncerコンテナーを持つポッドを作成します。

具体的には、*“テンプレート”セクションを開き、“仕様>コンテナ”の下にある“コンテナの追加”*
を選択することにより、高度なインタフェースからイメージ名前を変更できます。

次に：

• pgbouncerをコンテナの名前として設定します（ポッドテンプレートの必須フィールド）

• 必要に応じて*“Image” *フィールドを設定します（下のイメージを参照）
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図 10: Pooler template

図 11: Pooler image
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第11章 ‘Free evaluation’

Kubernetes の EDB Postgres はフリーの評価版で利用できます。Vanilla/ Community PostgreSQL と EDB
Postgres Advancedではプロセスが異なります。

用語および詳細については、 'License and license keys'を参照してください。

11.1 PostgreSQLの評価
デフォルトでは、EDB Postgres for Kubernetesは Community PostgreSQLの利用可能な最新バージョンをイ
ンストールします。演算子は、30日間続くクラスターの暗黙的な試用ライセンスを自動的に生成します。

このライセンスは、評価、概念実証、CI / CDパイプラインとの統合などに最適です。

PostgreSQLコンテナイメージは quay.io/enterprisedb/postgresqlで入手できます。

11.2 EDB Postgres Advanced Serverの評価
EDB Postgres Advanced Servertooで Kubernetes用の EDB Postgresを使用できます。

EDB websiteからトライアルライセンスキーをリクエストする必要があります。

EDB Postgres Advancedコンテナイメージは、 quay.io/enterprisedb/edb-postgres-advancedで入手できます。

ライセンスキーを受け取ったら、 Clusterデプロイメント構成ファイルの specセクションの quay.io/

enterprisedb/edb-postgres-advancedリポジトリを指すように imageNameを設定することにより、EDB
Postgres Advanced Serverを使用できます。

https://quay.io/repository/enterprisedb/postgresql
https://cloud-native.enterprisedb.com
https://quay.io/repository/enterprisedb/edb-postgres-advanced
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第12章 ‘License and license keys’

演算子が作業するには、ライセンスキーが常に必要です。

唯一の例外は、コミュニティ PostgreSQLで演算子を実行する場合です。この場合、ライセンスキーが設定
されていない場合、クラスターは defaulttrialライセンスで開始されます。これは 30日後に自動的に期限切
れになります。

12.1 会社レベルのライセンスキー
ライセンスキーを使用すると、インストール環境で PostgreSQLclusterを無制限に作成できます。

ライセンスキーは、演算子がデプロイされている同じネームスペースの Secretで使用できるニーズがあ
ります（ ConfigMapも使用できますが、ライセンスキーには推奨されません）。

会社レベルのライセンスがインストールされると、ライセンスキーの有効性をクラスターステータス内で
確認できます。

kubectl get cluster cluster_example -o yaml

[...]

status:

[...]

licenseStatus:

licenseExpiration: "2021-11-06T09:36:02Z"

licenseStatus: Trial

valid: true

isImplicit: false

isTrial: true

[...]

12.1.1 YAMLマニフェストを介したKubernetesインストール

YAML マニフェストを使用して Kubernetes に演算子をインストールすると、デフォルトで
postgresql-operator-system名前空間にデプロイされます。

名前空間名前とライセンスキーを指定すると、次のコマンドで構成マップを作成できます。

kubectl create configmap -n [NAMESPACE_NAME_HERE] \

postgresql-operator-controller-manager-config \

--from-literal=EDB_LICENSE_KEY=[LICENSE_KEY_HERE]
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新しい構成を適用するには、オペレーターポッドを再作成する必要があります。次のコマンドを使用でき
ます。

kubectl rollout restart deployment -n [NAMESPACE_NAME_HERE] \

postgresql-operator-controller-manager

12.1.2 OLMを使用したOpenShiftおよびKubernetesのインストール

代わりに OLMを使用する場合（つまり、OpenShiftまたは OperatorHubの Kubernetes上）、単一のネーム
スペースに演算子をインストールするか、すべてのネームスペースで使用可能にmakeかを選択できます。
2番目のオプションはデフォルトのオプションであり、演算子は OpenShiftでは in openshift-operators

、OperatorHubでは operatorsにインストールされます。

次のコマンドを使用して、目的のネームスペース（ openshift-operators、 operators、または選択し
たネームスペース）にシークレットを作成することにより、クラスター全体に特定のライセンスキーを追
加できます。

kubectl create secret generic -n [NAMESPACE_NAME_HERE] \

postgresql-operator-controller-manager-config \

--from-literal=EDB_LICENSE_KEY=[LICENSE_KEY_HERE]

現在の演算子ポッドを削除する必要があります。新しいポッドは自動的に再作成され、シークレットが使
用されます：

kubectl delete pods -n [NAMESPACE_NAME_HERE] \

-l app.kubernetes.io/name=cloud-native-postgresql

12.2 クラスターレベルのライセンスキー
各 Clusterリソースの定義には licenseKeyパラメータがあります。クラスターステータスで、有効期限
とライセンスに関する詳細情報を確認できます。

kubectl get cluster cluster_example -o yaml

[...]

status:

[...]

licenseStatus:

licenseExpiration: "2021-11-06T09:36:02Z"

licenseStatus: Trial

valid: true

isImplicit: false

isTrial: true

[...]
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有効期限を延長したり、クラスターを稼動ライセンスに移動したりするために、クラスターライセンスキー
はいつでも新しいものに更新できます。

12.3 クラスターレベルでのライセンスキーシークレット
各 Clusterリソースには、秘密の名前とキーを含む licenseKeySecretパラメータを含めることもできま
す。その秘密には、EDBによって提供されるライセンスキーが含まれています。

このフィールドは licenseKeyよりも優先されます。有効期限を延長するオーダー、または試用ライセン
スから稼動ライセンスに切り替えるために、シークレットを変更すると更新されます。

Kubernetesの EDB Postgresは、 enterprisedb.com/limited-use-license で入手可能な EDB Limited Usage Li-
censeAgreementの下で配布されています。

Kubernetesの EDB Postgres： Copyright（C）2019-2022 EnterpriseDB Corporation。

12.4 ライセンスの有効期限が切れるとどうなりますか
ライセンスの有効期限が切れると、演算子はクラスターでの調整の試みを中止し、そのステータスを管理
するために事実上停止します。これには、自動フェイルオーバーやスイッチオーバーなどの自己修復機能
や高可用性機能も含まれます。

ポッドとデータは引き続き利用可能です。
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第13章 ‘API Reference’

Kubernetesの EDB Postgresは、次のカスタムリソースを定義する Kubernetes APIを拡張します。

• バックアップ

• クラスター

• プーラー

• ScheduledBackup

すべてのリソースは postgresql.k8s.enterprisedb.io/v1 APIで定義されています。

以下に、定義済みのリソースの説明があります。

<！-これ以降はすべて make apidocを介して生成されます->

• AffinityConfiguration

• AzureCredentials

• バックアップ

• BackupConfiguration

• BackupList

• BackupSource

• BackupSpec

• BackupStatus

• BarmanObjectStoreConfiguration

• BootstrapConfiguration

• BootstrapInitDB

• BootstrapPgBaseBackup

• BootstrapRecovery

• 証明書の構成

• 証明書ステータス

• クラスター

• ClusterCondition

• ClusterList
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• ClusterSpec

• ClusterStatus

• ConfigMapKeySelector

• ConfigMapResourceVersion

• DataBackupConfiguration

• EPASConfiguration

• EmbeddedObjectMetadata

• ExternalCluster

• GoogleCredentials

• InstanceID

• LDAPBindAsAuth

• LDAPBindSearchAuth

• LDAPConfig

• LocalObjectReference

• MonitoringConfiguration

• NodeMaintenanceWindow

• PgBouncerIntegrationStatus

• PgBouncerSecrets

• PgBouncerSpec

• PodMeta

• PodTemplateSpec

• プーラー

• PoolerIntegrations

• PoolerList

• PoolerSecrets

• PoolerSpec

• PoolerStatus

• PostgresConfiguration

• RecoveryTarget

• ReplicaClusterConfiguration

• RollingUpdateStatus
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• S3Credentials

• ScheduledBackup

• ScheduledBackupList

• ScheduledBackupSpec

• ScheduledBackupStatus

• SecretKeySelector

• SecretVersion

• SecretsResourceVersion

• StorageConfiguration

• WalBackupConfiguration

13.1 AffinityConfiguration

AffinityConfigurationには、ポッドのアフィニティルールを作成するために必要な情報が含まれています

Name Description Type
`enablePodAntiAffin-
ity `

ポッドの非アフィニティをアクティブにします。
このフィールドが明示的に falseに設定されてい
ない限り、演算子はポッドの非アフィニティを
定義します

bool

`topologyKey ` 非アフィニティ構成に使用するTopologyKey。詳
細については、k8sの文書を参照してください-必
須

string

`nodeSelector ` NodeSelector は 、ポ ッ ド を 実 行 で き る
ノードを定義するために使用されるキー
と 値 の ペ ア の マ ッ プ で す 。詳 細： <a
href="https://kubernetes.io/docs/concepts/
configuration/assign-pod-node/">https</a>
://kubernetes.io/docs/concepts/configuration/assign-
pod-node/

map[string]string

`tolerations ` 許容値は、汚染されたノードで実行できるように
オーダーに、すべてのポッドに設定する必要が
ある許容値のリストです。詳細： <a href="https:
//kubernetes.io/docs/concepts/scheduling-eviction/
taint-and-toleration/">https</a>
://kubernetes.io/docs/concepts/scheduling-
eviction/taint-and-toleration/

corev1.Toleration

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Name Description Type
`podAntiAffinityType ` PodAntiAffinityType を使用すると、クラスター

インスタンス間のポッドの非アフィニティを
スケジューリング時に強力な要件と見なす必
要があるかどうかをユーザが決定できます。許
可される値は「preferred」（空の場合のデフォ
ルト）または「required」です。 「必須」に設
定すると、既存のノードがすべて必要なポッド
の非アフィニティルールにマッチしない場合、
新しい kubernetes ノードが追加されるまでイ
ンスタンスが保留状態になる可能性がありま
す。詳細： <a href="https://kubernetes.io/docs/
concepts/scheduling-eviction/assign-pod-node/
#inter-pod-affinity-and-anti-affinity">https</a>
://kubernetes.io/docs/concepts/scheduling-
eviction/assign-pod-node/#inter-pod-affinity-
and-anti-affinity

string

additionalPodAnti-
Affinity

AdditionalPodAntiAffinity は 、EnablePodAnti-
Affinityが true（デフォルト）に設定されている
場合に演算子によって生成されたものに追加さ
れるポッドの非アフィニティー用語を指定する
か、falseに設定された場合に排他的に使用され
ます。

*corev1.PodAntiAffinity

`additionalPodAffinity
`

AdditionalPodAffinityでは、すべてのクラスター
のポッドに渡されるポッドアフィニティ用語を
指定できます。

*corev1.PodAffinity

13.2 AzureCredentials

AzureCredentialsは、ファイルを Azure Blob Storageにアップロードするために使用される資格情報の種類
です。接続文字列には、必要なすべての情報が含まれています。接続文字列が指定されていない場合、ス
トレージアカウント名前と次のいずれか（1つのみ）が必要です。

• storageKey-storageSasToken

Name Description Type
connectionString 使用する接続文字列 SecretKeySelector
`storageAccount ` データをアップロードするストレージアカウン

ト
SecretKeySelector

`storageKey ` ストレージアカウント名前と組み合わせて使用
されるストレージアカウントキー

SecretKeySelector

`storageSasToken ` ストレージアカウント名前と組み合わせて使用
される共有アクセス署名

SecretKeySelector
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13.3 バックアップ
バックアップは、バックアップ APIのスキーマです

Name Description Type
metadata NA metav1.ObjectMeta
`spec ` バ ッ ク ア ッ プ の 望 ま し い 動 作 の 仕

様 。詳 細： <a href="https://git.k8s.io/
community/contributors/devel/sig-architecture/
api-conventions.md#spec-and-status">https</a>
://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-
architecture/api-conventions.md#spec-and-status

BackupSpec

`status ` バックアップの最新の状態。このデータ
は最新ではない可能性があります。シ
ステムによって設定されます。読み取
り専用。詳細： <a href="https://git.k8s.io/
community/contributors/devel/sig-architecture/
api-conventions.md#spec-and-status">https</a>
://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-
architecture/api-conventions.md#spec-and-status

BackupStatus

13.4 BackupConfiguration

BackupConfigurationは、クラスターのバックアップの取得方法を定義します。現在、サポートされている
唯一のバックアップメソッドは barmanObjectStoreです。詳細と例については、文書の「バックアップリカ
バリー」セクションを参照してください

Name Description Type
barmanObjectStore barman-cloudツールスイートの構成 BarmanObjectStoreConfigu-

ration
`retentionPolicy ` RetentionPolicyは、バックアップおよびWAL（つ

まり「60d」）に使用される保持ポリシーです。
保持ポリシーは `XXu`のフォームで表されます。
XX`は正の整数で、̀ u`は `[dwm]-日、週、月です。

string

13.3. バックアップ 91

https://kubernetes.io/docs/reference/generated/kubernetes-api/v1.21/#objectmeta-v1-meta
https://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-architecture/api-conventions.md#spec-and-status
https://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-architecture/api-conventions.md#spec-and-status
https://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-architecture/api-conventions.md#spec-and-status
https://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-architecture/api-conventions.md#spec-and-status
https://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-architecture/api-conventions.md#spec-and-status
https://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-architecture/api-conventions.md#spec-and-status


EDB Postgres for Kubernetes,リリース 1.15.0

13.5 BackupList

BackupListにはバックアップのリストが含まれます

Name Description Type
metadata 標 準 リ ス ト メ タ デ ー タ 。詳 細： <a

href="https://git.k8s.io/community/
contributors/devel/sig-architecture/
api-conventions.md#types-kinds">https</a>
://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-
architecture/api-conventions.md#types-kinds

metav1.ListMeta

`items ` バックアップのリスト-必須 バックアップ

13.6 BackupSource

BackupSourceには、復元元のバックアップと、それを正しく復元するために必要な情報が含まれています。

Name Description Type
endpointCA EndpointCAは、barmanエンドポイントの CAバ

ンドルを保存します。証明書発行者と barman-
cloud-wal-archiveのエラーを回避するために、自
己署名証明書を使用する場合に役立ちます。

SecretKeySelector

13.7 BackupSpec

BackupSpecは、バックアップの望ましい状態を定義します

Name Description Type
cluster バックアップするクラスター LocalObjectReference

13.8 BackupStatus

BackupStatusは、観測されたバックアップの状態を定義します

Name Description Type
`s3Credentials ` S3にデータをアップロードするために使用され

る資格情報
S3Credentials

`azureCredentials ` Azure Blob Storageにデータをアップロードする
ために使用される資格情報

AzureCredentials

次のページに続く
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表 8 –前のページからの続き
Name Description Type
googleCredentials Google Cloud Storageにデータをアップロードす

るために使用する資格情報
GoogleCredentials

`endpointCA ` EndpointCAは、barmanエンドポイントの CAバ
ンドルを保存します。証明書発行者と barman-
cloud-wal-archiveのエラーを回避するために、自
己署名証明書を使用する場合に役立ちます。

SecretKeySelector

`endpointURL ` データをクラウドにアップロードするために使
用されるエンドポイント。自動エンドポイント
検出をオーバーライドします

string

`destinationPath ` バックアップを保存するパス（s3：// bucket /パ
ス/ to / folder）このパスは、異なる宛先フォルダー
で、WALとデータに使用されます-必須

string

`serverName ` S3上のサーバー名前。このパラメータを省略す
るとクラスター名前が使用されます

string

`encryption ` S3 APIに必要な暗号化メソッド string
`backupId ` Barmanバックアップの ID string
`phase ` 最後のバックアップステータス BackupPhase
`startedAt ` バックアップが開始されたとき metav1.Time
`stoppedAt ` バックアップが終了したとき metav1.Time
`beginWal ` 開始WAL string
`endWal ` エンディングWAL string
`beginLSN ` 開始 xlog string
`endLSN ` 終わりの xlog string
`error ` 検出されたエラー string
`commandOutput ` 未使用。古いバージョンとの互換性のために保

持されます。
string

`commandError ` エラーの場合のバックアップコマンド出力 string
`instanceID ` バックアップの取得元のインスタンスを識別す

る情報
InstanceID

13.9 BarmanObjectStoreConfiguration

BarmanObjectStoreConfigurationには、S3互換オブジェクトストレージに対して Barmanを使用したバック
アップ構成が含まれています

Name Description Type
`s3Credentials ` S3にデータをアップロードするために使用する

資格情報
S3Credentials

`azureCredentials ` Azure Blob Storageにデータをアップロードする
ために使用する資格情報

AzureCredentials

次のページに続く
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表 9 –前のページからの続き
Name Description Type
googleCredentials Google Cloud Storageにデータをアップロードす

るために使用する資格情報
GoogleCredentials

`endpointURL ` データをクラウドにアップロードするために使
用されるエンドポイント。自動エンドポイント
検出をオーバーライドします

string

`endpointCA ` EndpointCAは、barmanエンドポイントの CAバ
ンドルを保存します。証明書発行者と barman-
cloud-wal-archive のエラーを回避するために自
己署名証明書を使用する場合に役立ちます

SecretKeySelector

`destinationPath ` バックアップを保存するパス（s3：// bucket /パ
ス/ to / folder）このパスは、異なる宛先フォルダー
で、WALとデータに使用されます-必須

string

`serverName ` S3上のサーバー名前。このパラメータを省略す
るとクラスター名前が使用されます

string

`wal ` WALストリームのバックアップの構成。定義さ
れていない場合、WALファイルは圧縮されずに
保存され、バケットのデフォルトポリシーに従っ
て、オブジェクトストアで暗号化されていない
場合があります。

WalBackupConfiguration

`data ` データファイルのバックアップに使用される構
成定義されていない場合、ベースバックアップ
ファイルは圧縮されずに格納され、バケットの
デフォルトポリシーに従って、オブジェクトス
トアに暗号化されない場合があります。

DataBackupConfiguration

`tags ` タグは、Barmanの--tagsオプションに渡される
キーと値のペアのリストです。

map[string]string

`historyTags ` HistoryTagsは、Barmanの--history-tagsオプショ
ンに渡されるキーと値のペアのリストです。

map[string]string

13.10 BootstrapConfiguration

BootstrapConfigurationには、PostgreSQLクラスターの作成方法に関する情報が含まれています。サポート
されている方法の中では、1つのブートストラップメソッドのみを定義できます。指定されていない場合、
initdbはブートストラップメソッドとして使用されます。詳細については、文書のブートストラップペー
ジを参照してください。

Name Description Type
`initdb ` initdb経由でクラスターをブートストラップしま

す
BootstrapInitDB

`recovery ` バックアップからクラスターをブートストラッ
プします

BootstrapRecovery

次のページに続く
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表 10 –前のページからの続き
Name Description Type
pg_basebackup 互換性のある別の PostgreSQLインスタンスの物

理的バックアップを取るクラスターをブートス
トラップします

BootstrapPgBaseBackup

13.11 BootstrapInitDB

BootstrapInitDBは、initdbを使用する場合のブートストラッププロセスの構成です。詳細については、文
書のブートストラップページを参照してください。

Name Description Type
`database ` アプリケーションが使用するデータベースの名

前。デフォルト：app。 -必須
string

`owner ` アプリケーションで使用されるインスタンス内
のデータベースの所有者の名前。デフォルトは
`database`キーの値です。 -必須

string

`secret ` ユーザデータベースの所有者の初期資格情報を
含むシークレットの名前。空の場合、新しいシー
クレットが最初から作成されます

LocalObjectReference

`redwood ` Redwood互換性を有効/無効にする必要がある場
合。 EPASが必要で、EPASのデフォルトは true

*bool

`options ` クラスターの作成時に initdbに渡す必要がある
オプションのリスト。非推奨：これにより、矛盾
した構成が発生する可能性があります。代わり
に明示的に提供されたパラメーターを使用して
ください。定義されている場合、明示的な値は
無視されます。

string

`dataChecksums ` -k`オプションを initdbに渡して、データページ
のチェックサムを有効にするかどうか（デフォ
ルト：`false）

*bool

`encoding ` initdbのオプション `--encoding`として渡される
値（デフォルト：UTF8）

string

`localeCollate ` initdbのオプション `--lc-collate`として渡される
値（デフォルト：C）

string

`localeCType ` initdbのオプション `--lc-ctype`として渡される値
（デフォルト：C）

string

`walSegmentSize ` initdbの `--wal-segsize`オプションに渡されるメ
ガバイト（1～1024）の値（デフォルト：空、Post-
greSQLのデフォルト：16MB）

int

`postInitSQL ` クラスタの作成直後にスーパーユーザとして実
行される SQLクエリのリスト-細心の注意を払っ
て使用する（デフォルトでは空）

string
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表 11 –前のページからの続き
Name Description Type
postInitApplication-
SQL

作成直後にアプリケーションデータベースでスー
パーユーザとして実行される SQLクエリのリス
ト-細心の注意を払って使用する（デフォルトで
は空）

string

`postInitTemplateSQL
`

クラスターの作成後に `template1`でスーパーユー
ザとして実行される SQLクエリのリスト-細心の
注意を払って使用する（デフォルトでは空）

string

13.12 BootstrapPgBaseBackup

BootstrapPgBaseBackupには、既存の PostgreSQLクラスターの物理的バックアップを取るために必要な構
成が含まれています

Name Description Type
source 物理的バックアップを取る必要があるサーバー

の名前-必須
string

13.13 BootstrapRecovery

BootstrapRecoveryには、指定された名前でバックアップを復元するために必要な構成が含まれており、スー
パーユーザ用に選択したパスワードでパスワードを変更した後、復元されたプライマリからすべてのイン
スタンスを複製する完全なクラスターをブートストラップするためにそれを使用します。詳細については、
文書のブートストラップページを参照してください。

Name Description Type
`backup ` 復元する必要があるバックアップ BackupSource
`source ` バックアップを復元する外部クラスター。これ

は、バックアップが保存されるフォルダーの名
前としても使用されるため、ソースクラスター
の名前に設定する必要があります

string

次のページに続く
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表 13 –前のページからの続き
Name Description Type
recoveryTarget デフォルトでは、リカバリプロセスはアーカイ

ブ内の利用可能なすべての WAL ファイルを適
用します（完全リカバリ）。ただし、PostgreSQL
で期待されるようにリカバリオブジェクトを指
定することで、一貫性のある状態に到達するか、
ポイントインタイム（PITR）に回復する（タイ
ムスタンプ、トランザクション ID、LSNなど）
。）。詳細： <a href="https://www.postgresql.
org/docs/current/runtime-config-wal.html#
RUNTIME-CONFIG-WAL-RECOVERY-TARGET">https</a>
://www.postgresql.org/docs/current/runtime-
config-wal.html#RUNTIME-CONFIG-WAL-
RECOVERY-TARGET

RecoveryTarget

13.14 証明書の構成
CertificatesConfigurationには、サーバ証明書をハンドルするために必要な構成が含まれています。

Name Description Type
`serverCASecret ` サーバー CA証明書を含むシークレット。定義

されていない場合、自己署名 CA を使用して
新しいシークレットが作成され、TLS 証明書
ServerTLSSecretの生成に使用されます。<br />
<br />次を含む：<br /> <br />-ca.crt：CAクライ
アント接続文字列で `sslrootcert`として使用され
るサーバー証明書を検証するために使用する必
要があります。<br />-ca.key：サーバー SSL証明
書の生成に使用されるキー。

string

`serverTLSSecret ` クライアントが postgresに安全に接続できるよ
うに、̀ ssl_cert_file`および `ssl_key_file`として設
定されるサーバー TLS証明書とキーを含む ku-
bernetes.io/tlsタイプの秘密。定義されていない
場合、ServerCASecretは `ca.key`も提供する必要
があり、提供されたCAを使用して新しいシーク
レットが作成されます。

string

replicationTLSSecret `streaming_replica`ユーザとして認証するクライ
アント証明書を含む kubernetes.io/tlsタイプの秘
密。定義されていない場合、ClientCASecret は
`ca.key`も提供する必要があり、提供された CA
を使用して新しいシークレットが作成されます。

string
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表 14 –前のページからの続き
Name Description Type
`clientCASecret ` クライアントCA証明書を含むシークレット。定

義されていない場合、自己署名 CAで新しいシー
クレットが作成され、すべてのクライアント証
明書の生成に使用されます。<br /> <br />次を含
む：<br /> <br />-ca.crt：CA すべてのインスタ
ンスの `ssl_ca_file`として使用されるクライアン
ト証明書の検証に使用する必要があります。<br
/>-ca.key：クライアント証明書の生成に使用され
るキー。ReplicationTLSSecretが提供されている
場合、これは省略可能

string

`serverAltDNSNames
`

必要に応じて、生成されたサーバー TLS証明書
に追加されるサーバーの代替 DNS名のリスト。

string

13.15 証明書ステータス
CertificatesStatusには、構成証明書と関連する有効期限が含まれます。

Name Description Type
expirations すべての証明書の有効期限。 map[string]string

13.16 クラスター
Clusterは PostgreSQL APIのスキーマです

Name Description Type
metadata NA metav1.ObjectMeta
`spec ` クラスターの望ましい動作の仕様。詳細：

https://git.k8s.io/community/contributors/
devel/sig-architecture/api-conventions.md#
spec-and-status

ClusterSpec

`status ` クラスターの最近観察されたステータス。
このデータは最新ではない可能性がありま
す。システムによって設定されます。読み
取り専用。詳細： <a href="https://git.k8s.io/
community/contributors/devel/sig-architecture/
api-conventions.md#spec-and-status">https</a>
://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-
architecture/api-conventions.md#spec-and-status

ClusterStatus
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13.17 ClusterCondition

ClusterConditionは、特定の時点でのクラスターオブジェクトの状態を記述します

Name Description Type
`type ` 条件のタイプ。 ClusterConditionType
`status ` 条件のステータス。True、False、Unknownのい

ずれか。
ConditionStatus

lastTransitionTime 条件がある状態から別の状態に最後に遷移した
時間。

metav1.Time

`reason ` 条件の最後の遷移の理由。 string
`message ` トランジションに関する詳細を示す人間が読め

るメッセージ。
string

13.18 ClusterList

ClusterListにはクラスターのリストが含まれます

Name Description Type
metadata 標 準 リ ス ト メ タ デ ー タ 。詳 細： <a

href="https://git.k8s.io/community/
contributors/devel/sig-architecture/
api-conventions.md#types-kinds">https</a>
://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-
architecture/api-conventions.md#types-kinds

metav1.ListMeta

`items ` クラスターのリスト-必須 クラスター

13.19 ClusterSpec

ClusterSpecは、クラスターの望ましい状態を定義します

Name Description Type
`description ` この PostgreSQLクラスターの説明 string
`inheritedMetadata ` クラスターに関連するすべてのオブジェクトに

継承されるメタデータ
EmbeddedObjectMetadata

`imageName ` コ ン テ ナ イ メ ー ジ の 名 前 。タ グ（<im-
age>:<tag>）と 確 定 的 で 反 復 可 能 な デ
プ ロ イ メ ン ト の ダ イ ジ ェ ス ト（<im-
age>:<tag>@sha256:<digestValue>）の 両
方をサポートします

string
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表 19 –前のページからの続き
Name Description Type
`imagePullPolicy ` イメージプルポリシー。 Always、Never、

または `IfNotPresent`のいずれか。定義さ
れていない場合、デフォルトは `IfNotPre-
sent`になります。更新できません。詳細：
<a href="https://kubernetes.io/docs/concepts/
containers/images#updating-images">https</a>
://kubernetes.io/docs/concepts/containers/images#updating-
images

corev1.PullPolicy

`postgresUID ` イメージ内の `postgres`ユーザの UID、デフォル
トは `26`

int64

`postgresGID ` イメージ内の `postgres`ユーザの GID、デフォル
トは `26`

int64

`instances ` クラスターに必要なインスタンスの数-必須 int32
`minSyncReplicas ` プライマリとの同期レプリケーションに必要な

インスタンスの最小数。未定義または 0の場合、
スタンバイが利用できないときに書き込みを完
了できます。

int32

`maxSyncReplicas ` 同期レプリケーションクォーラムの目標値。準
備完了スタンバイの数がこれより少ない場合は、
減らすことができます。未定義または 0は、同
期レプリケーションを無効にします。

int32

`postgresql ` PostgreSQLサーバーの構成 PostgresConfiguration
`bootstrap ` このクラスターをブートストラップする手順 BootstrapConfiguration
`replica ` レプリカクラスタ構成 ReplicaClusterConfiguration
`superuserSecret ` スーパーユーザのパスワードを含むシークレッ

ト。定義されていない場合、ランダムに生成さ
れたパスワードで新しいシークレットが作成さ
れます

LocalObjectReference

enableSuperuserAc-
cess

このオプションを有効にすると、演算子は `Supe-
ruserSecret`を使用して `postgres`ユーザパスワー
ドを更新します（シークレットが存在しない場
合、演算子は自動的にパスワードを作成します）。
このオプションを無効にすると、演算子は `Su-
peruserSecret`コンテンツを無視し、自動作成時
に削除し、̀NULL`に設定して `postgres`ユーザの
パスワードをブランクにします。デフォルトで
有効。

*bool

`certificates ` CAおよび関連証明書の構成 証明書の構成
`imagePullSecrets ` 画像のプルに使用されるプルシークレットのリ

スト。ライセンスキーにプルシークレットが含
まれている場合、そのシークレットは自動的に
含まれます。

LocalObjectReference

`storage ` インスタンスのストレージの構成 StorageConfiguration
次のページに続く
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表 19 –前のページからの続き
Name Description Type
`startDelay ` PostgreSQLインスタンスが正常にスタートする

ために許可される秒単位の時間（デフォルト 30）
int32

`stopDelay ` PostgreSQLインスタンスが正常にシャットダウ
ンできる秒数（デフォルトは 30）

int32

`switchoverDelay ` スイッチオーバー中にプライマリ PostgreSQLイ
ンスタンスが正常にシャットダウンするのに許
可される秒単位の時間。デフォルトより大きい
は 40000000で、1年は秒単位で、無限の遅延を
シミュレートするのに十分な大きさです

int32

`affinity ` ポッドのアフィニティ/アンチアフィニティルー
ル

AffinityConfiguration

`resources ` 生 成 さ れ た す べ て の ポ ッ ド の リ ソ ー
ス 要 件 。詳 細 に つ い て は 、https：
//kubernetes.io/docs/concepts/configuration/manage-
resources-containers/を参照してください。

corev1.ResourceRequirements

primaryUpdateStrat-
egy

すべてのレプリカが正常に更新された後、ロー
リング更新プロシージャ中にプライマリーサー
バをアップグレードするために従う戦略：自動
化（unsupervised-デフォルト）またはマニュアル
（supervised）が可能

PrimaryUpdateStrategy

`primaryUp-
dateMethod `

すべてのレプリカが正常に更新された後、ローリ
ング更新プロシージャ中にプライマリーサーバ
をアップグレードする方法：スイッチオーバー
（switchover- デフォルト）またはインプレース
（restart）で可能

PrimaryUpdateMethod

`backup ` バックアップに使用される構成 BackupConfiguration
nodeMaintenanceWin-
dow

Kubernetesノードのメンテナンスウィンドウを
定義する

NodeMaintenanceWindow

`licenseKey ` クラスターのライセンスキー。空の場合、クラ
スターは試用モードで動作し、有効期限（デフォ
ルトは 30日）が経過すると、演算子は調整の試
みを中止します。詳細については、演算子に付
属のライセンス契約を参照してください。

string

`licenseKeySecret ` ライセンスキーへのリファレンス。これを設定
すると、LicenseKeyよりも優先されます。

corev1.SecretKeySelector

`monitoring ` このクラスターのモニタリングインフラストラ
クチャの構成

MonitoringConfiguration

`externalClusters ` 構成で使用される外部クラスターのリスト ExternalCluster
`logLevel ` インスタンスのログレベル、次の値のいずれか：

エラー、ワーニング、情報（デフォルト）、デバッ
グ、トレース

string
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13.20 ClusterStatus

ClusterStatusは、クラスターの観測状態を定義します

Name Description Type
`instances ` クラスター内のインスタンスの総数 int32
`readyInstances ` クラスター内の準備完了インスタンスの総数 int32
`instancesStatus ` インスタンスのステータス map[utils.PodStatus]string
`latestGeneratedNode ` 生成された最新のノードの ID（ノード名前の衝

突を避けるために使用）
int32

`currentPrimary ` 現在のプライマリインスタンス string
`targetPrimary ` ターゲットプライマリインスタンス。これは、ス

イッチオーバーまたはフェイルオーバー中の以
前のインスタンスとは異なります。

string

`pvcCount ` このクラスターによって作成された PVCの数 int32
`jobCount ` このクラスターによって作成されたジョブの数 int32
`danglingPVC ` このクラスターによって作成され、まだ使用可

能なポッドに接続されていないすべての PVCの
リスト

string

`resizingPVC ` ResizingPVC状態のすべての PVCのリスト。 string
`initializingPVC ` このクラスターによって初期化されているすべ

ての PVCのリスト
string

`healthyPVC ` ぶら下がりも初期化もされていないすべてのPVC
のリスト

string

`licenseStatus ` ライセンスの状態 licensekey.Status
`writeService ` 現在の書き込みポッド string
`readService ` 読み取りポッドの現在のリスト string
`phase ` クラスターの現在のフェーズ string
`phaseReason ` 現在のフェーズの理由 string
`secretsResourceVer-
sion `

演算子によって管理される秘密のリソースバー
ジョンのリスト。ここでのすべての変更は、秘密
データをリフレッシュするインスタンスマネー
ジャの利益のために行われます

SecretsResourceVersion

`configMapRe-
sourceVersion `

演算子が管理する configmapのリソースバージョ
ンのリスト。ここでのすべての変更は、configmap
データをリフレッシュするインスタンスマネー
ジャの利益のために行われます。

ConfigMapResourceVersion

`certificates ` デフォルトで初期化された CAおよび関連証明
書の構成。

証明書ステータス

`firstRecoverability-
Point `

RFC3339フォーマットの日付として保存された
最初の回復可能ポイント

string

`cloudNativePost-
gresqlCommitHash
`

この演算子が実行しているコミットハッシュ番
号

string

次のページに続く
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表 20 –前のページからの続き
Name Description Type
`currentPrimary-
Timestamp `

プライマリへの最後の実際のプロモーションが
発生したときのタイムスタンプ

string

`targetPrimaryTimes-
tamp `

新しいプライマリの最後のリクエストが発生し
たときのタイムスタンプ

string

`poolerIntegrations ` クラスターを参照するプーラーが必要とする統
合

PoolerIntegrations

cloudNativePost-
gresqlOperatorHash

演算子のバイナリのハッシュ string

`onlineUpdateEnabled
`

OnlineUpdateEnabledは、クラスター内でオンラ
インアップグレードが有効になっているかどう
かを示します

bool

`azurePVCUpdateEn-
abled `

AzurePVCUpdateEnabledは、このクラスターで
PVCオンラインアップグレードが有効になって
いるかどうかを示します

bool

`conditions ` クラスターオブジェクトの条件 ClusterCondition

13.21 ConfigMapKeySelector

ConfigMapKeySelectorには、ConfigMapのキーを見つけるのに十分な情報が含まれています

Name Description Type
key 選択するキー-必須 string

13.22 ConfigMapResourceVersion

ConfigMapResourceVersionは、演算子が管理するシークレットのリソースバージョンです

Name Description Type
metrics メトリックスを渡すために使用されるすべての

構成マップのバージョンを含むマップ。マップ
キーは構成マップ名、マップ値はバージョン

map[string]string
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13.23 DataBackupConfiguration

DataBackupConfigurationは、データディレクトリのバックアップの構成です。

Name Description Type
`compression ` オブジェクトストアにストリーミングしながら、

バックアップファイル（テーブルスペースごとの
tarファイル）を圧縮します。使用可能オプショ
ンは、空の文字列（圧縮なし、デフォルト）、gzip、
`bzip2`または `snappy`です。

CompressionType

`encryption ` ファイルの暗号化を強制するとき（バケットがそ
のためにまだ構成されていない場合）。許可され
るオプションは空の文字列（バケットポリシー、
デフォルトを使用）、̀AES256`および `aws:kms`で
す。

EncryptionType

immediateCheckpoint PostgreSQL サ ー バ ー の `check-
point_completion_target`設定に従って、バッ
クアップ初期チェックポイントの I / O ワーク
ロードを制限するかどうかを制御します。 true
に設定すると、即時チェックポイントが使用さ
れます。つまり、PostgreSQLはチェックポイン
トをできるだけ早く完了します。デフォルトで
は `false`です。

bool

`jobs ` バックアップのアップロードに使用される並列
ジョブの数、デフォルトは 2

*int32

13.24 EPASConfiguration

EPASConfigurationには EDB Postgres Advanced Server固有の構成が含まれます

Name Description Type
audit trueの場合、edb_auditロギングが有効になりま

す
bool
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13.25 EmbeddedObjectMetadata

EmbeddedObjectMetadataには、クラスターに関連するすべてのリソースに継承されるメタデータが含まれ
ます

Name Description Type
`labels ` NA map[string]string
annotations NA map[string]string

13.26 ExternalCluster

ExternalClusterは、構成の他のセクションで使用される外部クラスターへの接続パラメーターを表します

Name Description Type
`name ` サーバー名前、必須-必須 string
connectionParameters dbname、ホスト、usernameなどの接続パラメー

タのリスト
map[string]string

`sslCert ` このインスタンスへの接続に使用される SSL証
明書へのリファレンス

corev1.SecretKeySelector

`sslKey ` このインスタンスへの接続に使用される SSLプ
ライベートキーへのリファレンス

corev1.SecretKeySelector

`sslRootCert ` このインスタンスへの接続に使用される SSL CA
公開キーへのリファレンス

corev1.SecretKeySelector

`password ` サーバーへの接続に使用されるパスワードへの
リファレンス

corev1.SecretKeySelector

`barmanObjectStore ` barman-cloudツールスイートの構成 BarmanObjectStoreConfigu-
ration

13.27 GoogleCredentials

GoogleCredentialsは、Google Cloud Storageの資格情報のタイプです。GKE環境内で実行する場合でも、こ
れを指定ニーズがあります。

Name Description Type
`gkeEnvironment ` trueに設定すると、GKE環境内で実行されている

と想定されます。デフォルトは falseです。 -必
須

bool

次のページに続く
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表 27 –前のページからの続き
Name Description Type
applicationCreden-
tials

資格情報を持つGoogle Cloud Storage JSONファ
イルを含むシークレット

SecretKeySelector

13.28 InstanceID

InstanceIDには、インスタンスを識別する情報が含まれます

Name Description Type
`podName ` ポッド名前 string
ContainerID コンテナ ID string

13.29 LDAPBindAsAuth

LDAPBindAsAuthは、LDAPのバインド認証を使用するために必要なフィールドを提供します

Name Description Type
prefix バインド認証オプションのプレフィックス string
suffix バインド認証オプションのサフィックス string

13.30 LDAPBindSearchAuth

LDAPBindSearchAuthは、バインド+検索 LDAP認証プロセスを使用するために必要なフィールドを提供し
ます

Name Description Type
`baseDN ` ユーザ検索を開始するルート DN string
`bindDN ` ディレクトリにバインドするユーザの DN string
`bindPassword ` ユーザがディレクトリにバインドするためのパ

スワードの秘密
corev1.SecretKeySelector

searchAttribute ユーザー名とマッチする属性 string
`searchFilter ` 検索+バインド認証を行うときに使用する検索

フィルター
string
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13.31 LDAPConfig

LDAPConfigには、LDAP認証に必要なパラメーターが含まれています

Name Description Type
`server ` LDAPホスト名または IPアドレス string
`port ` LDAPサーバーのポート int
`scheme ` 使用する LDAPスキーマ、可能なオプションは

`ldap`および `ldaps`
LDAPScheme

`tls ` LDAP over TLSを有効にするには 1に設定しま
す

bool

`bindAsAuth ` 認証設定としてバインド LDAPBindAsAuth
bindSearchAuth バインド+検索認証の構成 LDAPBindSearchAuth

13.32 LocalObjectReference

LocalObjectReferenceには、同じ名前空間内で既知のタイプのローカルオブジェクトを見つけるのに十分な
情報が含まれています

Name Description Type
name 指示対象の名前。 -必須 string

13.33 MonitoringConfiguration

MonitoringConfigurationは、特定のクラスターのすべてのモニタリング構成を含むタイプです

Name Description Type
`disableDefault-
Queries `

デフォルトのクエリを挿入するかどうか。デフォ
ルトのクエリをクラスターに注入したくない場
合は、`true`に設定します。デフォルト：false。

*bool

customQueriesCon-
figMap

カスタムクエリを含む構成マップのリスト ConfigMapKeySelector

`customQueriesSecret
`

カスタムクエリを含むシークレットのリスト SecretKeySelec-
tor](#SecretKeySelector)

`enablePodMonitor ` `PodMonitor`を有効または無効にします bool
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13.34 NodeMaintenanceWindow

NodeMaintenanceWindowには、基になるノードのアップグレード処理中に演算子が使用する情報が含まれ
ています。

このオプションは、選択したストレージにより、ポッドがノード間で自由に移動できない場合にのみ役立
ちます。

Name Description Type
inProgress 進行中のノードメンテナンスアクティビティは

ありますか？ -必須
bool

`reusePVC ` 既存の PVCを再使用する（ノードが再び起動す
るのを待つ）または使用しない（別の場所で再作
成する-instances> 1の場合）-必須

*bool

13.35 PgBouncerIntegrationStatus

PgBouncerIntegrationStatusは、クラスターを参照する pgbouncerプーラーに必要な統合をカプセル化します

Name Description Type
secrets NA string

13.36 PgBouncerSecrets

PgBouncerSecretsには、pgbouncerによって使用されるシークレットのバージョンが含まれています

Name Description Type
authQuery 認証クエリーシークレットバージョン SecretVersion

13.37 PgBouncerSpec

PgBouncerSpecは、PgBouncerの構成方法を定義します

Name Description Type
`poolMode ` プールモード-必須 PgBouncerPoolMode

次のページに続く
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表 37 –前のページからの続き
Name Description Type
authQuerySecret 認証クエリーに使用する必要があるユーザの

資格情報。指定されている場合は、AuthQuery
（「SELECT usename、passwd FROM pg_shadow
WHERE usename = $ 1」）も指定する必要があり、
自動CNPクラスター統合はトリガーされません。

LocalObjectReference

`authQuery ` 特定のユーザのパスワードのハッシュをダウ
ンロードするために使用されるクエリー。デ
フォルト：「SELECT usename、passwd FROM
user_search（$ 1）」。指定されている場合は、Au-
thQuerySecretも指定する必要があり、自動 CNP
クラスター統合はトリガーされません。

string

`parameters ` PgBouncerに渡される追加のパラメータ-設定可
能なオプションのリストについては CNPの文書
を確認してください

map[string]string

`paused ` `true`に設定すると、PgBouncer は PostgreSQL
サーバーから切断し、まずすべてのクエリが完
了するまで待機し、この値が `false`（デフォル
ト）に設定されるまですべての新しいクライア
ント接続を一時停止します。内部的に、演算子
は PgBouncerの `PAUSE`および `RESUME`コマ
ンドを呼び出します。

bool

13.38 PodMeta

PodMetaは、metav1.ObjectMetaに似た構造ですが、まだユーザに適した CRDを作成するために controller-
genによって解析可能です。PodTemplateSpecのコメントには、コアデータ型を使用しない理由が説明され
ています。

Name Description Type
`labels ` オブジェクトの整理と分類（スコープと選択）

に使用できる文字列キーと値のマップ。レプリ
ケーションコントローラーおよびサービスのセレ
クターとマッチする場合があります。詳細：http:
<a href="http://kubernetes.io/docs/user-guide/
labels">//kubernetes.io/docs/user-guide/labels</a>

map[string]string

次のページに続く
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表 38 –前のページからの続き
Name Description Type
annotations 注釈は、任意のメタデータを保存および取得

するために外部ツールで設定できるリソース
とともに保存される非構造化キー値マップで
す。これらはクエリ可能ではなく、オブジェ
クトを変更ときに保存する必要があります。
詳細：http: <a href="http://kubernetes.io/docs/
user-guide/annotations">//kubernetes.io/docs/user-
guide/annotations</a>

map[string]string

13.39 PodTemplateSpec

PodTemplateSpecは、ユーザがポッド生成用のテンプレートを設定できる構造です。

残念ながら、生成された CRDにはメタデータセクションのフィールドがないため、corev1.PodTemplateSpec
タイプを使用できません。

参 照：https://github.com/kubernetes-sigs/controller-tools/issues/385 https://github.com/kubernetes-sigs/
controller-tools/issues/448 https://github.com/prometheus- operator / prometheus-operator / issues / 3041

Name Description Type
metadata 標準オブジェクトのメタデータ。詳細： <a

href="https://git.k8s.io/community/contributors/
devel/sig-architecture/api-conventions.md#
metadata">https://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-
architecture/api-conventions.md#メタデータ</a>

PodMeta

`spec ` ポ ッ ド の 望 ま し い 動 作 の 仕 様 。詳 細：
https://git.k8s.io/community/contributors/
devel/sig-architecture/api-conventions.md#
spec-and-status

corev1.PodSpec

13.40 プーラー
プーラーは、プーラー APIのスキーマです

Name Description Type
metadata NA metav1.ObjectMeta
`spec ` NA PoolerSpec
`status ` NA PoolerStatus
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13.41 PoolerIntegrations

PoolerIntegrationsは、クラスターを参照するプーラーに必要な統合をカプセル化します

Name Description Type
pgBouncerIntegration NA PgBouncerIntegrationStatus

13.42 PoolerList

PoolerListには、Poolerのリストが含まれています

Name Description Type
metadata NA metav1.ListMeta
`items ` -必須 プーラー

13.43 PoolerSecrets

PoolerSecretsには、使用されるすべてのシークレットのバージョンが含まれます

Name Description Type
`serverTLS ` サーバー TLSシークレットバージョン SecretVersion
`serverCA ` サーバー CAシークレットバージョン SecretVersion
`clientCA ` クライアント CAシークレットバージョン SecretVersion
pgBouncerSecrets PgBouncer が使用するシークレットのバージョ

ン
PgBouncerSecrets

13.44 PoolerSpec

PoolerSpecは、プーラーの望ましい状態を定義します

Name Description Type
`cluster ` これは、プーラーが動作するクラスターリファ

レンスです。プーラー名前は、同じ名前空間内
のどのクラスター名前とも決してマッチしては
なりません。 -必須

LocalObjectReference

`type ` どのインスタンスにトラフィックを転送する必
要がありますか？ -必須

PoolerType

instances 必要なレプリカの数-必須 int32
`template ` 作成するポッドのテンプレート PodTemplateSpec

次のページに続く
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表 44 –前のページからの続き
Name Description Type
pgbouncer PgBouncer設定-必須 PgBouncerSpec

13.45 PoolerStatus

PoolerStatusは、プーラーの監視状態を定義します

Name Description Type
`secrets ` 構成オブジェクトのリソースバージョン PoolerSecrets
instances スケジュールしようとしているポッドの数 int32

13.46 PostgresConfiguration

PostgresConfigurationは PostgreSQLの構成を定義します

Name Description Type
`parameters ` PostgreSQL設定オプション（postgresql.conf） map[string]string
`pg_hba ` PostgreSQL ホ ス ト ベ ー ス 認 証 ル ー ル

（pg_hba.confファイルに追加される行）
string

`epas ` EDB Postgres Advanced Server固有の構成 EPASConfiguration
`promotionTimeout ` インスタンスをプライマリに昇格させるときに

待機する最大秒数を指定します。デフォルトよ
り大きいは 40000000で、1年は秒単位で、無限
のタイムアウトをシミュレートするのに十分な
大きさです

int32

shared_preload_librariesデフォルトのライブラリに追加する共有プリロー
ドライブラリのリスト

string

`ldap ` LDAP構成を指定するオプション LDAPConfig

13.47 RecoveryTarget

RecoveryTargetを使用すると、リカバリプロセスが停止する瞬間を構成できます。TargetTLIを除くすべて
のターゲットオプションは相互に排他的です。

Name Description Type
`targetTLI ` ターゲットタイムライン（「最新」または正の整

数）
string

`targetXID ` ターゲットトランザクション ID string
次のページに続く
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表 47 –前のページからの続き
Name Description Type
`targetName ` ターゲット名前（`pg_create_restore_point`で以前

に作成される）
string

`targetLSN ` ターゲット LSN（ログシークエンス番号） string
`targetTime ` PostgreSQLで許可されている明確な表現形式で

のターゲット時間
string

targetImmediate 一貫した状態に達するとすぐにリカバリを終了
します

*bool

`exclusive ` ターゲットを排他的に設定します（デフォルト
は true）

*bool

13.48 ReplicaClusterConfiguration

ReplicaClusterConfigurationは、レプリカクラスターの構成をカプセル化します

Name Description Type
enabled レプリカモードが有効な場合、このクラスター

は既存のクラスターのレプリカになります。レ
プリカクラスタは、リカバリオブジェクトスト
アから、または pg_basebackupを介したストリー
ミングを介して作成できます。詳細については、
文書の複製ページを参照してください。 -必須

bool

`source ` レプリケーションのオリジン-必須 string

13.49 RollingUpdateStatus

RollingUpdateStatusには、更新中のインスタンスに関する情報が含まれます

Name Description Type
imageName ポッドに入れたイメージ-必須 string
startedAt 更新が開始されたとき metav1.Time

13.50 S3Credentials

S3Credentialsは、S3にファイルをアップロードするために使用される資格情報のタイプです。次の 2つの
方法で提供できます。

• 明示的に accessKeyIdと secretAccessKeyを渡す

• inheritFromIAMRoleを trueに設定して、ポッド環境からロールを継承する
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Name Description Type
`accessKeyId ` アクセスキー IDへのリファレンス SecretKeySelector
`secretAccessKey ` シークレットアクセスキーへのリファレンス SecretKeySelector
`sessionToken ` セッションキーへの参照 SecretKeySelector
inheritFromIAMRole キーを明示的に提供せずに、ロールベースの認

証を使用します。 -必須
bool

13.51 ScheduledBackup

ScheduledBackupは、scheduledbackups APIのスキーマです

Name Description Type
metadata NA metav1.ObjectMeta
`spec ` ScheduledBackup の望ましい動作の仕様。詳

細：https://git.k8s.io/community/contributors/
devel/sig-architecture/api-conventions.md#
spec-and-status

ScheduledBackupSpec

`status ` ScheduledBackup の最新の監視ステータス。
このデータは最新ではない可能性がありま
す。システムによって設定されます。読み
取り専用。詳細： <a href="https://git.k8s.io/
community/contributors/devel/sig-architecture/
api-conventions.md#spec-and-status">https</a>
://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-
architecture/api-conventions.md#spec-and-status

ScheduledBackupStatus

13.52 ScheduledBackupList

ScheduledBackupListには、ScheduledBackupのリストが含まれています

Name Description Type
metadata 標 準 リ ス ト メ タ デ ー タ 。詳 細： <a

href="https://git.k8s.io/community/
contributors/devel/sig-architecture/
api-conventions.md#types-kinds">https</a>
://git.k8s.io/community/contributors/devel/sig-
architecture/api-conventions.md#types-kinds

metav1.ListMeta

`items ` クラスターのリスト-必須 ScheduledBackup
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13.53 ScheduledBackupSpec

ScheduledBackupSpecは、ScheduledBackupの望ましい状態を定義します

Name Description Type
`suspend ` このバックアップが中断されているかどうか *bool
immediate 最初のバックアップを作成後すぐにスタートす

る必要があるかどうか
*bool

`schedule ` スケジュールは Kubernetes CronJobs で使用
されているのと同じフォーマットに従います
<a href="https://pkg.go.dev/github.com/robfig/
cron#hdr-CRON_Expression_Format">。https：
</a> //pkg.go.dev/github.com/robfig/cron#hdr-
CRON_Expression_Format を参照してくださ
い-必須

string

`cluster ` バックアップするクラスター LocalObjectReference

13.54 ScheduledBackupStatus

ScheduledBackupStatusは、ScheduledBackupの監視状態を定義します

Name Description Type
`lastCheckTime ` スケジュールの最新時刻 metav1.Time
lastScheduleTime バックアップが正常にスケジュールされた最後

の時間である情報。
metav1.Time

nextScheduleTime 次回バックアップを実行します metav1.Time

13.55 SecretKeySelector

SecretKeySelectorには、秘密のキーを見つけるのに十分な情報が含まれています

Name Description Type
key 選択するキー-必須 string
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13.56 SecretVersion

SecretVersionにはシークレット名前とその ResourceVersionが含まれます

Name Description Type
`name ` 秘密の名前 string
version シークレットの ResourceVersion string

13.57 SecretsResourceVersion

SecretsResourceVersionは、演算子が管理するシークレットのリソースバージョンです

Name Description Type
`superuserSecretVer-
sion `

「postgres」ユーザシークレットのリソースバー
ジョン

string

replicationSecretVer-
sion

「streaming_replica」ユーザシークレットのリソー
スバージョン

string

applicationSecretVer-
sion

「アプリ」ユーザシークレットのリソースバー
ジョン

string

`caSecretVersion ` 未使用。古いバージョンとの互換性のために保
持されます。

string

`clientCaSecretVer-
sion `

PostgreSQLクライアント側CAシークレットバー
ジョンのリソースバージョン

string

`serverCaSecretVer-
sion `

PostgreSQLサーバサイドのCAシークレットバー
ジョンのリソースバージョン

string

`serverSecretVersion ` PostgreSQLサーバサイドのシークレットバージ
ョンのリソースバージョン

string

`barmanEndpointCA ` Barmanエンドポイント CAのリソースバージョ
ン（提供されている場合）

string

`metrics ` メトリックスを渡すために使用されるすべての
シークレットのバージョンを含むマップ。マッ
プキーはシークレット名、マップ値はバージョ
ン

map[string]string

116 第 13章‘API Reference’



EDB Postgres for Kubernetes,リリース 1.15.0

13.58 StorageConfiguration

StorageConfigurationは、 PostgreSQLインスタンスのストレージの構成です

Name Description Type
`storageClass ` データベースデータに使用するStorageClass（PG-

DATA）。使用可能な場合、PVCテンプレートを
評価した後に適用されます。指定しない場合、生
成された PVCはデフォルトのストレージクラス
によって満たされます。

string

`size ` ストレージのサイズ。 PVCテンプレートでまだ
指定されていない場合は必須です。このフィー
ルドへの変更は、作成された PVCに自動的に再
適用されます。サイズを小さくすることはでき
ません。 -必須

string

resizeInUseVolumes 既存の PVCのサイズを変更、デフォルトは true bool
`pvcTemplate ` 永続ボリューム要求の生成に使用されるテンプ

レート
corev1.PersistentVolumeClaimSpec

13.59 WalBackupConfiguration

WalBackupConfigurationは、WALストリームのバックアップの構成です。

Name Description Type
compression オブジェクトストアに送信する前に、WALファ

イルを圧縮します。使用可能オプションは、空の
文字列（圧縮なし、デフォルト）、gzip、̀ bzip2`ま
たは `snappy`です。

CompressionType

`encryption ` ファイルの暗号化を強制するとき（バケットがそ
のためにまだ構成されていない場合）。許可され
るオプションは空の文字列（バケットポリシー、
デフォルトを使用）、̀AES256`および `aws:kms`で
す。

EncryptionType

次のページに続く
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表 59 –前のページからの続き
Name Description Type
maxParallel 並行してアーカイブする（ PostgreSQLインスタ

ンスがバックアップオブジェクトストアにアー
カイビングしている場合）か、並行して復元す
る（ PostgreSQLスタンバイがリカバリオブジェ
クトストアからWALファイルをフェッチしてい
る場合）WALファイルの数。指定しない場合、
WALファイルは 1つずつ処理されます。値とし
て正の整数を受け入れます-1が受け入れられる
最小値です。

int
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